
一

南
宋
臨
安
へ
の
上
供
米
漕
運
体
制
の
成
立

高
　
橋
　
弘
　
臣

は
じ
め
に

　

北
宋
時
代
、
都
の
開
封
へ
は
東
南
六
路
（
両
浙
・
淮
南
・
江
東
・
江

西
・
湖
北
・
湖
南
路
）
か
ら
上
供
米
が
主
と
し
て
長
江
・
江
南
河
（
上

塘
河
）・
汴
河
等
を
用
い
た
漕
運
に
よ
っ
て
輸
送
さ
れ
、
そ
の
額
は
景

徳
四
年
（
一
〇
〇
七
）
以
降
、
毎
年
六
百
万
石
と
定
め
ら
れ
た（
１
）。
上
供

米
は
官
僚
の
俸
給
米
・
兵
士
の
軍
糧
米
等
に
充
当
さ
れ
た
。
南
宋
時
代

に
入
る
と
、
上
供
米
の
漕
運
は
分
散
化
さ
れ
、
事
実
上
の
都
と
な
っ
た

臨
安
へ
は
、
紹
興
三
十
年
（
一
一
六
〇
）、
両
浙
路
及
び
江
東
路
の
一

部
か
ら
、
長
江
・
江
南
河
・
浙
東
運
河
等
を
利
用
し
た
漕
運
に
よ
っ

て
、
年
間
百
十
二
万
石
の
上
供
米
が
輸
送
さ
れ
る
よ
う
定
め
ら
れ
た
。

ま
た
そ
れ
以
外
の
上
供
米
は
、
金
と
の
国
境
地
帯
に
截
留
・
漕
運
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た（
２
）。

　

南
宋
時
代
の
上
供
米
の
漕
運
に
関
す
る
先
行
研
究
を
通
観
す
る
と
、

上
供
米
の
発
送
地
・
漕
運
先
・
漕
運
額
等
に
対
す
る
検
討
が
行
わ
れ
て

い
る
他
、
漕
運
の
組
織
や
監
督
責
任
者
た
る
押
綱
（
管
押
）
官
、
漕
運

に
携
わ
る
機
関
、
運
河
の
地
理
や
水
利
施
設
等
に
対
し
て
も
検
討
が
な

さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
南
宋
時
代
の
漕
運
に
つ
い
て
の
専
論
は
少
な

く
、
多
く
の
先
行
研
究
は
北
宋
・
南
宋
時
代
を
併
せ
て
扱
っ
て
お
り
、

検
討
の
重
点
は
北
宋
時
代
に
置
か
れ
て
い
る（
３
）。
南
宋
時
代
の
上
供
米
の

漕
運
に
関
し
て
は
、
今
後
よ
り
一
層
検
討
を
行
う
余
地
が
残
さ
れ
て
い

る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

検
討
を
進
め
る
に
際
し
て
は
、
分
散
化
さ
れ
た
漕
運
体
制
の
実
態
を

よ
り
詳
細
に
解
明
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、

分
散
化
は
淮
東
・
淮
西
・
湖
広
総
領
所
及
び
臨
安
を
中
心
に
行
わ
れ
た

た
め
、
各
総
領
所
及
び
臨
安
を
中
心
と
す
る
漕
運
体
制
に
つ
い
て
、
個

別
に
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
臨
安
を
中
心
と
す
る
、

換
言
す
れ
ば
臨
安
へ
の
上
供
米
の
漕
運
に
関
す
る
専
論
は
管
見
の
限
り

存
在
せ
ず
、
先
行
研
究
の
中
で
断
片
的
に
言
及
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
行
論
の
都
合
上
、
最
初
に
南
宋
建
国
後
、
高
宗
が

紹
興
二
年
正
月
に
臨
安
へ
移
住
す
る
ま
で
の
漕
運
の
状
況
に
つ
い
て
概

観
す
る
。
次
い
で
高
宗
の
臨
安
移
住
後
、
臨
安
へ
の
上
供
米
の
漕
運
体

制
が
ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
、
成
立
し
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て



二

に
よ
っ
て
輸
送
さ
れ
て
い
た
。
建
炎
元
年
（
一
一
二
七
）
五
月
、
高
宗

が
応
天
府
で
即
位
す
る
と
、
上
供
銭
物
は
開
封
と
行
在
で
あ
る
応
天
府

と
に
分
け
て
漕
運
さ
れ
る
よ
う
定
め
ら
れ
、
上
供
米
に
つ
い
て
は
七

月
、
三
分
の
一
を
応
天
府
へ
、
残
り
を
開
封
へ
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。

高
宗
は
建
炎
元
年
十
月
に
応
天
府
か
ら
揚
州
へ
移
動
し
、
さ
ら
に
建
炎

三
年
二
月
、
金
軍
に
急
襲
さ
れ
揚
州
を
脱
出
、
長
江
を
渡
っ
て
杭
州
へ

た
ど
り
着
い
た
。
金
軍
が
一
旦
引
き
上
げ
る
と
、
建
炎
三
年
四
月
～
五

月
に
か
け
て
、
高
宗
は
主
戦
派
の
官
僚
に
勧
め
ら
れ
て
建
康
へ
移
動

し
、
閏
八
月
ま
で
滞
在
し
た
。
高
宗
が
建
康
を
発
つ
ま
で
、
上
供
米
は

開
封
と
行
在
と
に
分
散
し
て
漕
運
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
揚
州
へ
供

給
さ
れ
た
の
は
六
路
の
い
ず
れ
か
か
ら
長
江
・
江
南
河
を
漕
運
さ
れ
て

来
た
上
供
米
で
あ
り
、
一
部
は
汴
河
に
よ
っ
て
開
封
へ
も
漕
運
さ
れ
た

と
見
ら
れ
る
。
杭
州
・
建
康
へ
送
ら
れ
た
の
は
、
両
浙
・
江
東
・
江
西

路
の
上
供
米
で
あ
り
、
や
は
り
長
江
・
江
南
河
・
浙
東
運
河
の
他
、
浙

西
か
ら
杭
州
へ
は
下
塘
河
（
奉
口
河
）
も
漕
運
に
利
用
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る（
５
）。

　

か
か
る
開
封
・
行
在
へ
の
漕
運
体
制
は
、
建
炎
三
年
十
月
に
金
軍
の

江
南
へ
の
侵
攻
が
始
ま
る
と
破
綻
し
た
。
金
軍
は
こ
の
時
、
そ
れ
ま
で

の
河
北
・
河
南
・
山
東
・
陝
西
に
対
す
る
侵
攻
に
加
え
、
長
江
を
越
え

て
江
南
へ
攻
め
込
み
、
江
西
→
湖
南
→
江
東
→
浙
西
→
浙
東
と
進
撃
し

た
。
高
宗
は
金
軍
が
江
南
へ
の
侵
攻
を
企
図
し
て
い
る
と
の
情
報
を
耳

に
す
る
と
、
閏
八
月
に
建
康
を
出
発
し
て
鎮
江
府
へ
移
り
、
九
月
に
は

平
江
府
へ
移
っ
た
。
十
月
に
入
り
、
金
軍
が
江
南
へ
の
侵
入
を
開
始
す

検
討
を
行
う
。
具
体
的
に
は
、
臨
安
へ
の
上
供
米
の
漕
運
体
制
は
、
紹

興
三
十
年
正
月
に
、
上
供
米
の
発
送
地
及
び
定
額
が
新
た
に
制
定
さ
れ

た
こ
と
を
以
て
成
立
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
は
時
期
を
紹

興
年
間
（
一
一
三
一
～
六
二
）
末
ま
で
に
限
定
し
、
そ
の
間
に
お
け
る

上
供
米
の
漕
運
ル
ー
ト
、
漕
運
機
関
の
改
革
・
整
備
、
漕
運
に
関
わ
る

諸
制
度
等
の
策
定
・
整
備
、
漕
運
に
用
い
ら
れ
る
綱
船
の
調
達
、
運
河

の
浅
渋
化
対
策
等
に
対
し
て
検
討
を
加
え
、
臨
安
へ
の
漕
運
体
制
の
成

立
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
漕
運
体
制
の
枠
内
に
お
け
る
漕
運
の

実
態
に
つ
い
て
も
併
せ
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

　

か
か
る
作
業
を
通
じ
て
、
南
宋
の
漕
運
体
制
の
一
端
だ
け
で
な
く
、

臨
安
が
南
宋
の
事
実
上
の
都
と
し
て
成
立
す
る
経
緯
の
一
端
を
も
明
ら

か
に
し
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
漕
運
は
上
供
米
制
度
の
運
用
面
を

担
う
た
め
、
漕
運
体
制
の
成
立
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
臨
安
へ
の

上
供
米
制
度
に
つ
い
て
も
補
足
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
臨

安
へ
の
漕
運
は
、
と
も
す
れ
ば
容
易
で
あ
っ
た
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
抱
か

れ
る（
４
）が
、
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
修
正
す
る
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ

う
。
な
お
本
稿
で
は
『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
は
『
要
録
』、『
宋
会
要

輯
稿
』
は
『
宋
会
要
』
と
略
記
す
る
。

一　

高
宗
の
臨
安
移
住
以
前
に
お
け
る
上
供
米
の
漕
運
概
観

　

既
述
の
如
く
北
宋
時
代
、
都
の
開
封
に
は
東
南
六
路
か
ら
毎
年

六
百
万
石
の
上
供
米
が
、
主
に
長
江
・
江
南
河
・
汴
河
を
用
い
た
漕
運



南
宋
臨
安
へ
の
上
供
米
漕
運
体
制
の
成
立

三

る
や
、
高
宗
は
臨
安
へ
移
動
し
、
さ
ら
に
銭
塘
江
を
渡
っ
て
越
州
に
到

着
し
た
。
金
軍
は
十
二
月
に
入
る
と
浙
西
に
侵
攻
し
て
き
た
た
め
、
高

宗
は
越
州
か
ら
東
へ
向
か
い
、
明
州
・
定
海
県
に
た
ど
り
着
い
た
。
さ

ら
に
船
で
海
上
へ
出
、
建
炎
四
年
二
月
ま
で
の
間
、
温
州
・
台
州
に
立

ち
寄
り
な
が
ら
海
上
を
逃
げ
回
っ
た
。
金
軍
は
高
宗
を
追
っ
て
建
炎
四

年
正
月
、
明
州
に
ま
で
到
達
し
、
二
月
に
入
り
よ
う
や
く
引
き
上
げ

た
。
高
宗
は
金
軍
撤
退
後
、
温
州
に
上
陸
す
る
と
、
三
月
に
同
地
を
出

発
、
明
州
を
経
て
四
月
に
越
州
へ
到
着
し
、
以
後
紹
興
二
年
正
月
ま
で

滞
在
し
た
。
な
お
越
州
は
紹
興
元
年
（
一
一
三
一
）
十
月
、
紹
興
府
に

昇
格
し
た
。

　

金
軍
の
侵
攻
に
伴
い
、
群
盗
も
猖
獗
を
極
め
た
た
め
、
南
宋
全
土
は

大
混
乱
に
陥
っ
た
。
漕
運
体
制
は
一
旦
機
能
し
な
く
な
り
、
開
封
へ
の

漕
運
も
こ
の
時
以
降
実
施
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
高
宗
が
浙

東
・
海
上
を
逃
亡
中
、
上
供
米
は
主
と
し
て
浙
西
か
ら
海
路
を
利
用
し

て
便
宜
的
に
漕
運
さ
れ
て
い
た
。
高
宗
が
越
州
（
紹
興
府
、
以
下
越
州

が
紹
興
府
に
昇
格
す
る
以
前
の
時
期
も
紹
興
府
と
記
す
）
へ
移
動
し
て

か
ら
は
、
政
府
は
紹
興
府
へ
の
漕
運
体
制
の
整
備
に
つ
と
め
、
上
供
米

を
両
浙
路
の
他
、
江
東
・
江
西
・
湖
南
・
福
建
・
広
東
路
か
ら
も
、
長

江
・
江
南
河
・
浙
東
運
河
の
他
、
海
上
ル
ー
ト
ま
で
利
用
し
て
漕
運
し

よ
う
と
し
た
。
ま
た
押
綱
官
に
対
す
る
賞
格
・
罰
則
、
輸
送
費
（
水
脚

銭
）
の
支
払
い
や
欠
額
補
填
等
の
制
度
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
浙
東
運

河
に
お
い
て
浚
渫
や
水
利
施
設
の
修
復
を
行
っ
た（
６
）。

し
か
し
紹
興
府
へ

の
上
供
米
を
含
め
た
物
資
の
漕
運
は
『
要
録
』
巻
四
九
、
紹
興
元
年

十
一
月
戊
戌
条
に
「
詔
す
ら
く
、
会
稽
の
漕
運
継
が
ざ
る
を
以
て
、
臨

安
へ
移
蹕
す
」
と
あ
る
通
り
円
滑
さ
を
欠
き
、
政
府
の
需
要
を
満
た
す

こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
結
局
そ
れ
が
一
因
と
な
り
、
高
宗
は
紹
興
二

年
正
月
に
臨
安
へ
移
動
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

二　

臨
安
へ
の
上
供
米
漕
運
体
制
の
整
備

　

１　

高
宗
の
臨
安
移
住
と
臨
安
へ
の
上
供
米
漕
運
ル
ー
ト

　

紹
興
府
か
ら
臨
安
へ
移
住
し
た
高
宗
は
、
以
後
紹
興
四
年
九
月
～
五

年
二
月
の
間
、
侵
攻
し
て
き
た
金
・
斉
連
合
軍
を
迎
え
撃
つ
た
め
平
江

府
へ
、
六
年
九
月
～
八
年
二
月
に
か
け
て
、
金
に
対
す
る
北
伐
を
指
揮

す
べ
く
建
康
府
へ
、
紹
興
三
十
一
年
十
二
月
～
三
十
二
年
二
月
に
わ

た
っ
て
、
金
と
の
戦
争
に
際
し
、
江
上
の
師
を
撫
す
る
と
の
名
目
で
建

康
府
へ
赴
い
た
の
を
除
き
、
臨
安
に
居
住
し
続
け
た
。
高
宗
の
居
住
が

長
期
化
す
る
の
に
伴
い
、
名
目
上
は
行
在
で
あ
り
な
が
ら
、
臨
安
は
事

実
上
の
都
と
し
て
建
設
・
整
備
さ
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
臨
安
へ
の
上
供

米
の
漕
運
体
制
も
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

高
宗
が
臨
安
へ
移
住
し
た
後
の
紹
興
三
年
八
月
、
臨
安
へ
の
上
供
米

の
発
送
地
は
、
両
浙
・
江
東
・
江
西
・
湖
南
・
湖
北
の
五
路
と
定
め
ら

れ
た
が
、
現
実
に
は
主
と
し
て
両
浙
路
か
ら
漕
運
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

原
因
と
し
て
、
距
離
的
な
近
さ
や
同
路
の
秋
苗
米
収
穫
量
の
多
さ
に
加

え
て
、
江
東
・
江
西
・
湖
北
・
湖
南
路
の
上
供
米
は
長
江
南
岸
の
鎮

江
・
建
康
・
鄂
州
等
に
分
散
し
て
截
留
・
輸
送
さ
れ
、
金
と
対
峙
す
る



四

た
め
淮
東
・
淮
西
・
湖
北
・
京
西
路
及
び
両
浙
・
江
東
・
江
西
・
湖
北

路
の
長
江
南
岸
に
駐
屯
す
る
軍
隊
（
神
武
軍
・
行
営
護
軍
・
三
衙
等
）

の
軍
糧
米
に
充
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
上
供

米
を
国
境
地
帯
の
軍
隊
の
軍
糧
米
に
用
い
る
こ
と
は
、
高
宗
が
紹
興
府

へ
移
住
し
た
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
紹
興
三
十
年
正
月
に
は
臨
安
へ

の
上
供
米
の
発
送
地
が
改
定
さ
れ
、
両
浙
路
の
府
州
軍
及
び
江
東
路
で

最
も
両
浙
路
に
近
い
建
康
府
・
太
平
州
・
宣
州
と
な
っ
た
。
臨
安
へ
の

上
供
米
は
、
実
質
的
に
主
と
し
て
両
浙
路
か
ら
漕
運
さ
れ
て
い
た
の

が
、
こ
の
時
点
に
至
り
、
そ
れ
が
よ
う
や
く
制
度
化
さ
れ
た
の
で
あ

る（
７
）。

　

で
は
上
供
米
は
、
主
な
発
送
地
で
あ
る
両
浙
路
の
ど
の
よ
う
な
府
州

軍
か
ら
、
い
か
な
る
漕
運
ル
ー
ト
を
通
じ
て
臨
安
へ
輸
送
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か（
８
）。『
宋
会
要
』
食
貨
四
三
─
二
〇
「
宋
漕
運
」、
紹
興
五

年
三
月
十
五
日
条
が
載
せ
る
、
両
浙
転
運
副
使
呉
革
の
上
言
は
、
両
浙

路
か
ら
臨
安
へ
の
上
供
米
の
漕
運
に
関
す
る
様
々
な
制
度
の
策
定
・
整

備
を
提
案
し
て
お
り
、
臨
安
へ
の
漕
運
体
制
の
成
立
過
程
を
検
討
す
る

上
で
頗
る
重
要
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
呉
革
は
ま
ず
「
秀
・
常
・
湖

州
・
江
陰
軍
・
平
江
府
は
平
河
の
行
運
に
係
わ
る
」
と
述
べ
て
い
て
、

秀
・
常
・
湖
州
、
平
江
府
・
江
陰
軍
か
ら
発
送
さ
れ
る
上
供
米
の
漕
運

に
は
、
平
河
即
ち
平
坦
地
の
運
河
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
な
お
呉
革
の
上
言
に
は
「
臨
安
・
鎮
江
府
は
般
運
に
接
目
す
る
の

去
処
に
係
わ
ら
ず
」
と
あ
り
、
こ
の
時
鎮
江
府
・
臨
安
は
上
供
米
の
発

送
地
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。し
か
し
乾
道
年
間（
一
一
六
五

～
七
三
）
の
史
料
を
見
る
と
、
鎮
江
府
も
上
供
米
の
発
送
地
に
含
ま
れ

て
い
る（
９
）か
ら
、
呉
革
の
上
奏
後
、
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
鎮
江
府
も

上
供
米
を
発
送
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
湖
州
か
ら
の
漕

運
に
は
下
塘
河
（
奉
口
河
）、
そ
れ
以
外
の
府
州
軍
か
ら
の
漕
運
に
は

江
南
河
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
浙
東
で
は
、
呉
革
の
上
言
に
よ
る
と
、
紹
興
府
、
明
・
温
・

台
・
衢
・
婺
州
か
ら
上
供
米
が
発
送
さ
れ
て
お
り
、
紹
興
府
・
明
州
に

つ
い
て
は
「
明
州
・
紹
興
府
は
運
河
・
車
堰
・
渡
江
に
よ
る
」
と
あ

る
。
こ
の
一
文
は
、
こ
れ
ら
の
府
州
か
ら
は
浙
東
運
河（

（1
（

を
通
り
、
銭
塘

江
を
渡
っ
て
臨
安
へ
上
供
米
を
漕
運
し
た
と
い
う
意
味
に
解
さ
れ
る
。

こ
こ
に
敢
え
て
「
堰
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
浙
東
運
河
は
銭
清

江
・
曹
娥
江
等
に
よ
り
分
断
さ
れ
、
運
河
と
河
川
と
の
水
位
差
が
大
き

く
、
航
行
す
る
船
舶
は
水
位
差
を
解
消
す
る
た
め
、
相
当
な
困
難
を
伴

い
つ
つ
堰
（
銭
清
堰
・
都
泗
堰
・
曹
娥
堰
等
）
を
乗
り
越
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

　

温
・
台
・
処
州
は
、
呉
革
に
よ
れ
ば
「
水
路
通
ぜ
ざ
る
」、
即
ち
臨

安
に
直
接
河
川
・
運
河
が
通
じ
て
い
な
い
州
で
あ
る
が
、
う
ち
温
・
台

州
か
ら
の
漕
運
に
関
し
て
は
、『
宋
会
要
』
食
貨
四
三
─
一
八
「
宋
漕

運
」、
紹
興
二
年
四
月
二
日
条
に
紹
興
府
の
上
言
と
し
て

　
　

閩
・
広
・
温
・
台
二
年
以
来
、
海
運
糧
斛
銭
物
前
来
紹
興
府
、
并

係
至
余
姚
県
出
卸
、
騰
剝
般
運
、
而
本
県
常
患
無
船
、
不
能
同
時

交
卸
、
往
往
留
滯
海
船
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
紹
興
府
が
言
わ
ん
と
し
て
い
る
の
は
、
行
在
が
紹
興
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六

府
に
あ
っ
た
時
、
福
建
・
広
東
路
及
び
温
・
台
州
か
ら
の
上
供
銭
物
は

海
上
ル
ー
ト
で
余
姚
県
へ
運
び
、
そ
こ
で
運
河
航
行
用
の
船
に
積
み
換

え
、
余
姚
江
～
浙
東
運
河
を
通
っ
て
紹
興
府
へ
到
達
し
て
い
た
が
、
同

県
で
は
運
河
航
行
用
の
船
が
不
足
す
る
た
め
、
海
上
を
輸
送
し
て
き
た

海
船
は
荷
下
ろ
し
が
で
き
ず
、
余
姚
県
で
停
泊
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
紹
興
府
は
続
け
て
「
現
在
は
行
在
が
臨

安
と
な
っ
た
の
で
、
福
建
・
広
東
及
び
温
・
台
州
の
上
供
米
は
、
定
海

県
か
ら
杭
州
湾
を
通
っ
て
臨
安
へ
運
ん
で
い
る
が
、
途
中
に
砂
州
が

あ
っ
た
り
す
る
た
め
、
大
型
で
積
載
量
の
多
い
、
洋
上
航
行
用
の
い
わ

ゆ
る
南
船
は
航
行
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
浅
海
用
の
小
型
船
が
調
用
さ

れ
る
た
め
、〔
紹
興
府
の
〕
沿
海
部
の
住
民
は
毎
年
苦
し
め
ら
れ
て
い

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
右
の
上
言
に
は
見
え
て
い
な
い
が
、
恐
ら

く
積
み
荷
を
下
ろ
す
こ
と
の
で
き
な
い
多
数
の
南
船
が
、
定
海
県
に
停

泊
し
た
ま
ま
に
な
る
と
い
う
問
題
も
発
生
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
紹
興
府
は
「
明
州
に
は
客
商
の
湖
船
が
多
数
あ
る
の
で
、
福

建
・
広
東
や
温
・
台
州
か
ら
の
上
供
銭
物
は
明
州
で
一
旦
荷
下
ろ
し

し
、
湖
船
を
雇
募
し
て
積
み
換
え
、
海
上
を
臨
安
ま
で
運
べ
ば
、
紹
興

府
諸
県
の
民
は
疲
弊
せ
ず
、
南
船
の
航
行
が
渋
滞
す
る
問
題
も
解
消
さ

れ
、
輸
送
が
期
限
に
遅
れ
る
こ
と
も
な
く
な
る
」
と
主
張
す
る
。
因
み

に
湖
船
と
は
小
型
で
軽
便
な
、
喫
水
の
浅
い
、
浅
海
専
用
の
荷
役
船
で

あ
る（

（1
（

。
浙
東
の
温
・
台
州
の
上
供
銭
物
は
南
（
海
）
船
に
よ
っ
て
定
海

県
ま
で
運
ば
れ
、
船
を
湖
船
に
交
換
し
、
杭
州
湾
を
通
っ
て
臨
安
へ
運

ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
史
料
に
は
行
在
が
紹
興
府
に
あ
っ

た
時
と
同
様
に
、
福
建
・
広
東
路
か
ら
も
上
供
銭
物
が
定
県
海
経
由
で

臨
安
へ
輸
送
さ
れ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
上
供
米
に
関
し

て
言
え
ば
、
本
項
冒
頭
で
言
及
し
た
如
く
、
紹
興
三
年
八
月
に
臨
安
へ

上
供
米
を
発
送
す
る
路
が
定
め
ら
れ
た
際
、
福
建
・
広
東
路
は
除
外
さ

れ
て
い
る
の
で
、
以
後
両
路
か
ら
上
供
米
が
臨
安
へ
漕
運
さ
れ
る
こ
と

は
な
く
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　

浙
東
の
衢
・
婺
州
、
浙
西
の
厳
州
か
ら
の
上
供
米
の
漕
運
に
関
し
て

は
、
呉
革
の
上
言
に
「
衢
・
婺
・
厳
州
は
渓
よ
り
江
に
入
る
に
係
わ

る
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
渓
・
江
と
は
蘭
渓
・
信
安
渓
・
銭
塘
江
を

指
す
と
考
え
ら
れ
、
衢
・
婺
・
厳
州
の
上
供
米
は
蘭
渓
・
信
安
渓
か
ら

厳
州
を
経
由
し
て
銭
塘
江
に
入
る
ル
ー
ト
を
通
り
、
臨
安
ま
で
漕
運
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る（

（1
（

。
な
お
浙
東
の
う

ち
、
処
州
か
ら
上
供
米
が
発
送
さ
れ
て
い
た
か
否
か
、
今
の
と
こ
ろ
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
処
州
は
「
不
通
水
路
」
で
あ
る
た
め
、
上

供
米
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
温
・
台
州
か
ら
と
同
様
に
海
路
を
定
海
県

ま
で
運
ば
れ
、
そ
こ
か
ら
船
を
換
え
て
さ
ら
に
海
路
で
臨
安
へ
送
ら
れ

た
と
推
察
さ
れ
る（

（1
（

。

　

因
み
に
呉
革
が
「
浙
東
は
並
び
に
大
渓
及
び
銭
塘
江
を
経
過
す
。
即

ち
浙
西
の
平
河
の
行
運
と
同
じ
か
ら
ず
」
と
述
べ
て
い
る
通
り
、
浙
東

の
紹
興
府
・
明
・
衢
・
婺
州
か
ら
の
漕
運
は
、
大
渓
即
ち
信
安
渓
・
蘭

渓
や
銭
塘
江
と
い
っ
た
難
所
を
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
平

坦
な
江
南
河
・
下
塘
河
等
を
利
用
す
る
浙
西
か
ら
の
漕
運
よ
り
も
困
難

で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
温
・
台
州
か
ら
の
上
供
米
は
、
定
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海
県
経
由
で
海
上
を
臨
安
へ
漕
運
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
浙
西
か
ら
の

漕
運
に
比
べ
る
と
、
困
難
が
伴
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。
両
浙
路
一
路
か

ら
の
漕
運
と
は
い
え
、
ル
ー
ト
は
多
様
で
あ
り
、
難
易
度
に
も
差
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
既
述
の
如
く
、
紹
興
三
十
年
正
月
に
は
江
東

路
の
建
康
府
・
太
平
州
・
宣
州
の
上
供
米
も
臨
安
へ
送
ら
れ
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
府
州
の
上
供
米
は
長
江
を
下
り
、
鎮
江
府
か
ら

江
南
河
に
入
っ
て
臨
安
へ
漕
運
さ
れ
た
が
、
後
述
す
る
通
り
江
南
河
に

入
っ
た
鎮
江
府
～
常
州
の
部
分
で
浅
渋
化
の
問
題
が
頻
発
し
て
お
り
、

こ
の
ル
ー
ト
を
用
い
た
漕
運
に
も
困
難
が
伴
っ
た
。

　

２　

漕
運
関
連
機
関
の
改
革
・
整
備

　

南
宋
時
代
に
入
り
実
施
さ
れ
た
漕
運
関
連
機
関
の
改
革
で
重
要
な
の

は
、
発
運
司
の
廃
止
で
あ
る
。
北
宋
時
代
、
東
南
六
路
か
ら
開
封
へ
の

上
供
米
の
漕
運
を
担
当
し
た
の
は
各
路
の
転
運
司
で
あ
っ
た
。
即
ち
転

般
法
施
行
下
で
は
、
六
路
の
転
運
司
は
揚
・
真
・
泗
・
楚
州
に
設
け
ら

れ
た
転
般
倉
ま
で
の
漕
運
を
担
当
し
、
転
般
倉
か
ら
開
封
へ
の
漕
運
は

淮
南
転
運
司
が
担
当
し
た
。
ま
た
直
達
法
施
行
下
で
は
、
六
路
転
運
司

が
直
接
開
封
ま
で
の
漕
運
を
担
当
し
た
。
漕
運
を
統
轄
し
、
上
供
銭
物

の
欠
損
や
遅
延
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
転
運
司
を
監
督
す
る
と
と
も
に
、
そ

う
し
た
問
題
や
上
供
銭
物
の
不
法
な
移
用
等
の
発
生
を
阻
止
す
る
た

め
、
様
々
な
措
置
を
講
じ
た
の
が
発
運
司
で
あ
る
。
ま
た
発
運
司
は
上

供
米
に
不
足
が
生
じ
れ
ば
東
南
六
路
で
和
糴
を
行
っ
て
補
填
し
た
他
、

均
輸
法
が
実
施
さ
れ
る
と
、
全
国
規
模
で
上
供
銭
物
を
合
理
的
に
運
用

す
る
と
い
う
職
務
も
与
え
ら
れ
た（

（1
（

。

　

発
運
司
は
南
宋
時
代
に
入
っ
て
も
設
置
さ
れ
た
。
南
宋
の
発
運
司
、

特
に
高
宗
が
紹
興
府
へ
移
動
す
る
以
前
の
発
運
司
に
対
し
て
は
別
途
に

詳
考
を
加
え
る
心
算
で
あ
り
、
そ
の
漕
運
に
関
す
る
職
務
に
つ
い
て
も

こ
こ
で
は
概
要
の
み
を
述
べ
る
が
、
例
え
ば
①
綱
船
を
手
配
し
、
綱
を

組
織
し
て
銭
物
を
行
在
へ
発
送
す
る
、
②
転
運
司
等
の
地
方
官
司
に
よ

る
上
供
銭
物
の
不
法
な
移
用
、
漕
運
の
際
の
遅
延
や
欠
額
の
発
生
等
を

監
視
し
、
そ
う
し
た
行
為
が
あ
れ
ば
弾
劾
す
る
、
③
漕
運
の
際
に
遅
延

や
上
供
銭
物
の
欠
額
が
生
じ
な
い
よ
う
、
漕
運
ル
ー
ト
上
の
官
員
に

暦
（
行
程
表
）
を
渡
し
、
綱
船
の
発
着
日
時
・
輸
送
す
る
銭
物
の
数
量

や
輸
送
に
携
わ
る
押
綱
官
の
職
位
・
姓
名
等
を
記
入
さ
せ
、
回
収
し
て

点
検
す
る
、
④
漕
運
に
従
事
す
る
押
綱
官
を
任
用
す
る
と
と
も
に
、
押

綱
官
に
対
す
る
賞
格
・
罰
則
を
定
め
る
、
⑤
押
綱
官
が
綱
舟
に
私
貨
を

搭
載
す
る
際
の
規
定
を
作
成
す
る
、
⑥
綱
船
の
建
造
を
奏
請
し
、
費
用

の
捻
出
に
つ
い
て
措
置
す
る
、
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
発
運
司
は
南

宋
時
代
に
入
っ
て
も
上
供
米
の
不
足
を
補
填
す
る
た
め
の
和
糴
を
行
っ

て
お
り
、
高
宗
が
金
軍
に
追
わ
れ
、
逃
亡
し
て
い
た
時
に
は
随
軍
転
運

使
・
軍
前
糧
料
使
等
を
兼
ね
て
、
上
供
銭
物
の
調
達
・
輸
送
を
行
う
こ

と
も
あ
っ
た
。
南
宋
初
期
の
混
乱
の
中
で
、
発
運
司
は
漕
運
に
絡
む
広

範
な
職
務
に
従
事
し
て
お
り
、
漕
運
を
統
轄
し
て
い
た
と
云
っ
て
も
過

言
で
は
な
い（

（1
（

。

　

と
こ
ろ
が
高
宗
の
紹
興
府
移
動
後
、
紹
興
年
間
（
一
一
三
一
～

六
二
）
に
入
る
と
、
発
運
司
は
附
属
す
る
官
員
を
減
ら
さ
れ
た
。『
宋



八

会
要
』
職
官
四
二
―
五
四
「
発
運
司
」、
紹
興
元
年
二
月
七
日
条
に

　
　

尚
書
省
言
、
軍
儲
在
昔
并
係
発
運
司
總
領
收
糴
・
転
般
・
代
発
、

以
充
国
用
。
邇
来
淮
南
・
湖
北
已
行
分
鎮
、
又
両
浙
行
在
駐
蹕
、

自
有
本
路
漕
臣
応
副
、
余
路
收
糴
糧
斛
、
亦
係
州
県
官
応
辦
。
其

発
運
司
所
差
属
官
并
使
臣
甚
衆
、
侵
耗
財
計
。
今
欲
存
留
主
管
文

字
・
幹
弁
催
促
綱
運
官
一
員
外
、
余
并
罷
。
従
之
。

と
あ
り
、
尚
書
省
の
上
言
に
基
づ
き
、
発
運
司
の
属
官
の
う
ち
主
管
文

字
・
幹
弁
催
促
綱
運
官
一
員
を
除
く
他
は
全
て
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
理
由
と
し
て
こ
の
史
料
に
は
、
紹
興
府
が
行
在
と
な
っ
て
か
ら
、
上

供
銭
物
の
応
副
は
両
浙
転
運
司
が
行
う
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
発
運
司

を
設
置
し
て
い
て
も
経
費
が
か
か
る
だ
け
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
高
宗
が
臨
安
へ
移
住
し
た
後
の
紹
興
二
年
三
月
に
は
、『
要
録
』

巻
五
二
、
同
年
同
月
戊
戌
条
に

　
　

罷
江
淮
発
運
司
、
以
其
銭
帛
赴
行
在
。
始
祖
宗
時
、
発
運
司
歳
漕

江
湖
粟
六
百
万
斛
、
即
真
・
揚
・
楚
・
泗
州
置
転
般
倉
納
受
、
泝

流
摺
運
、
以
贍
中
都
。
且
因
諸
路
之
凶
豊
、
而
平
其
糴
。
及
是
江

湖
盗
冦
多
、
綱
米
不
継
、
発
運
司
歳
費
銭
十
六
、七
万
緡
、
第
軄

糴
買
而
已
。
故
省
之
。

と
あ
る
通
り
、
発
運
司
は
廃
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た（

（1
（

。
発
運
司
は
年
に

十
六
、
七
万
緡
も
の
経
費
を
要
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
設
置
し
て
い

て
も
群
盗
の
妨
害
の
た
め
、
長
江
中
下
流
域
か
ら
臨
安
へ
の
上
供
米
の

漕
運
は
円
滑
に
行
わ
れ
て
い
な
い
、
発
運
司
は
た
だ
和
糴
を
職
務
と
し

て
い
る
だ
け
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

高
宗
が
紹
興
府
へ
移
動
し
た
後
、
行
在
（
紹
興
府
・
臨
安
）
へ
上
供

銭
物
を
輸
送
す
る
地
域
が
両
浙
路
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
一

方
、
湖
南
・
湖
北
・
江
東
・
江
西
路
の
上
供
米
は
軍
糧
米
に
充
て
る
た

め
、
主
と
し
て
国
境
地
帯
の
軍
隊
の
も
と
へ
截
留
・
輸
送
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
当
時
は
群
盗
に
よ
る
妨
害
の
た
め
、
湖
北
・
湖
南
・

江
東
・
江
西
路
か
ら
行
在
ま
で
長
駆
上
供
米
を
漕
運
す
る
こ
と
は
、
実

質
的
に
不
可
能
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る（

（1
（

。
北
宋
時
代
に
行
わ
れ
て
い

た
、
東
南
六
路
か
ら
開
封
へ
上
供
米
を
漕
運
す
る
よ
う
な
全
国
規
模
の

一
元
的
な
物
流
シ
ス
テ
ム
は
、
南
宋
時
代
に
入
る
と
金
軍
の
侵
攻
に

よ
っ
て
破
綻
し
た
。
特
に
高
宗
の
紹
興
府
移
動
後
は
、
行
在
へ
の
漕
運

は
両
浙
転
運
司
が
、
国
境
地
帯
へ
の
輸
送
は
各
路
の
転
運
司
が
各
々
担

当
す
る
と
い
う
分
掌
体
制
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
体
制
下
に
お
い

て
発
運
司
は
最
早
必
要
な
く
、
設
置
し
て
い
て
も
経
費
が
か
か
る
だ
け

だ
、
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
宋
会
要
』
職
官
「
発

運
司
」
が
載
せ
る
、
発
運
司
の
廃
止
に
関
す
る
記
事
に
「
中
原
未
だ
復

さ
ず
、
而
し
て
朝
廷
の
取
る
所
の
米
斛
は
大
抵
二
浙
よ
り
出
づ
、
諸
路

の
綱
運
は
自
ら
転
〔
運
〕
使
の
之
を
領
す
る
有
り
、
猶
お
旧
例
に
循

い
発
運
使
二
員
を
置
く
は
果
し
て
何
の
謂
な
ら
ん
や
」（
職
官
四
二
─

三
〇
～
三
一
）、「
臣
僚
以
謂
え
ら
く
、
既
に
諸
路
転
運
使
有
り
て
以

て
転
輸
を
職
と
す
、
発
運
司
は
本
よ
り
職
事
無
く
、
緡
銭
を
虛
縻
す
、

と
。
之
を
罷
む
」（
職
官
四
二
―
五
五
）
等
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
知
ら

れ
る
。
こ
の
後
発
運
司
は
再
度
設
置
さ
れ
る
が
、
専
ら
和
糴
を
職
務
と

し
、
南
宋
初
期
の
如
く
上
供
米
の
漕
運
を
統
轄
す
る
こ
と
は
な
か
っ



南
宋
臨
安
へ
の
上
供
米
漕
運
体
制
の
成
立

九

た（
（2
（

。

　

臨
安
へ
漕
運
さ
れ
た
上
供
米
は
省
倉
へ
収
納
さ
れ
た（

（2
（

が
、
臨
安
で
は

上
供
米
を
点
検
し
た
上
で
省
倉
へ
収
納
す
る
機
関
が
整
備
さ
れ
た
。
か

か
る
業
務
を
統
轄
し
た
の
は
司
農
寺
で
あ
る
。
司
農
寺
は
南
宋
時
代
に

入
る
と
、
建
炎
三
年
四
月
に
一
旦
廃
止
さ
れ
、
そ
の
業
務
は
倉
部
へ
移

管
さ
れ
た
。
紹
興
二
年
正
月
に
高
宗
が
臨
安
へ
移
住
し
た
後
も
、
上
供

米
の
受
け
入
れ
、
省
倉
へ
の
収
納
を
担
当
し
て
い
た
の
は
倉
部
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
紹
興
三
年
十
月
に
司
農
寺
丞
が
復
置
さ
れ
、
省
倉
を
管

轄
下
に
置
き
、
上
供
米
の
収
納
を
掌
る
こ
と
と
な
っ
た
。
司
農
寺
に
は

紹
興
四
年
五
月
、
卿
・
少
卿
が
置
か
れ
、
七
月
に
な
る
と
倉
部
に
移
管

さ
れ
て
い
た
業
務
が
正
式
に
も
ど
さ
れ
た
。
紹
興
七
年
七
月
に
は
所
属

す
る
胥
吏
の
人
数
や
昇
進
の
規
定
等
が
定
め
ら
れ
、
十
年
十
月
に
は
主

簿
が
復
置
さ
れ
る
等
、
司
農
寺
が
官
庁
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

　

ま
た
紹
興
三
年
十
一
月
に
は
、
司
農
寺
の
付
属
機
関
と
し
て
排
岸
司

が
設
置
さ
れ
た
。
排
岸
司
は
漕
運
さ
れ
て
き
た
上
供
米
の
積
み
卸
し
の

他
、
司
農
寺
と
と
も
に
品
質
・
額
の
点
検
を
行
い
、
欠
額
が
あ
れ
ば
漕

運
を
担
当
し
た
押
綱
官
等
に
補
填
さ
せ
、
補
填
で
き
な
け
れ
ば
彼
ら
を

大
理
寺
に
送
り
、
審
理
の
上
処
罰
さ
せ
た（

（2
（

。

　

３　

綱
船
の
調
達

　

高
宗
が
臨
安
へ
移
住
し
た
後
、
臨
安
へ
漕
運
さ
れ
る
上
供
米
が
増
加

す
る
と
、
綱
船
に
対
す
る
需
要
も
高
ま
り
、
政
府
に
と
っ
て
そ
の
調
達

が
急
務
と
な
っ
た
。
綱
船
を
急
遽
調
達
す
る
手
段
と
し
て
和
雇
が
行
わ

れ
、
そ
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
多
く
が
船
戸
（
水
運
業
者
も
し
く
は
船

を
所
有
す
る
客
商
）
の
客
船
で
あ
っ
た
。
客
船
の
和
雇
は
北
宋
の
熙
寧

年
間
（
一
〇
六
八
～
七
七
）
以
降
盛
ん
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る（

（2
（

。
両
浙

路
は
水
運
の
発
達
し
た
地
域
で
、
船
戸
の
数
も
多
か
っ
た
か
ら
、
か
か

る
措
置
が
取
ら
れ
た
の
も
当
然
と
言
え
よ
う
。
な
お
客
船
を
雇
用
す
る

場
合
、
漕
運
は
船
戸
に
委
託
し
た
が
、
政
府
が
任
命
し
た
押
綱
官
が
監

督
責
任
者
と
な
っ
た
。
ま
た
船
戸
に
は
輸
送
費
と
し
て
水
脚
銭
（
雇

銭
・
靡
費
銭
等
と
も
称
さ
れ
る
）
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た（
（2
（

。

　

和
雇
の
実
施
に
際
し
て
は
問
題
が
多
く
、『
宋
会
要
』
食
貨
五
〇
─

一
二
「
船
」、
紹
興
二
年
二
月
一
日
条
が
載
せ
る
臣
僚
の
言
に
「
軍
興

以
来
、
所
在
の
官
司
往
往
に
し
て
和
雇
を
以
て
名
と
為
し
、
直
ち
に
百

姓
の
船
隻
を
虜
い
、
以
て
一
時
の
急
用
に
便
な
ら
し
む
」
と
あ
る
如

く
、
地
方
官
府
は
形
式
上
は
和
雇
と
称
し
つ
つ
も
、
財
源
不
足
と
緊
急

に
調
達
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
た
め
、
現
実
に
は
水
脚
銭
を
支
払
わ
ず
、

綱
船
を
強
制
的
に
徴
用
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
故
上
引
史
料
の

続
き
に
「
此
に
縁
り
民
間
更
め
て
敢
え
て
造
船
せ
ず
、
既
に
壊
れ
し
者

は
肯
え
て
補
修
せ
ず
、
船
数
日
に
少
な
く
、
弊
端
日
に
生
ず
」
と
あ
る

通
り
、
民
間
で
は
徴
用
を
恐
れ
て
船
を
建
造
せ
ず
、
破
損
し
て
も
修
理

し
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、『
要
録
』
巻
九
五
、
紹
興
五
年
十
一
月
乙
未

条
に
両
浙
都
転
運
使
李
迨
の
上
言
と
し
て

　
　

今
者
駐
蹕
浙
右
、
大
兵
乗
江
、
諸
路
漕
運
地
里
不
若
中
都
之
遠
、



一
〇

而
公
私
苦
之
何
也
。
蓋
以
所
用
舟
船
、
大
半
取
辦
於
民
間
、
往
往

鑿
船
沈
江
、
以
避
其
役
。

と
あ
る
よ
う
に
、
所
有
す
る
船
を
沈
没
さ
せ
て
徴
用
を
逃
れ
る
こ
と
ま

で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
『
宋
会
要
』
食
貨
五
〇
─
一
二

「
船
」、
紹
興
二
年
四
月
十
八
日
条
に

　
　

詔
、
浙
西
起
発
上
供
・
糴
買
銭
米
及
起
発
安
撫
大
使
司
贍
軍
銭
糧

船
戸
、
令
転
運
司
依
実
値
和
雇
、
即
不
得
輒
便
差
科
。
如
違
、
許

人
戸
径
赴
尚
書
省
越
訢
。

と
あ
り
、
浙
西
か
ら
上
供
銭
物
等
を
起
発
す
る
船
戸
は
水
脚
銭
を
値
引

き
せ
ず
に
支
払
っ
て
和
雇
せ
し
め
、
徴
用
が
行
わ
れ
た
な
ら
ば
船
戸
の

越
訴
を
許
す
よ
う
詔
が
下
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
史
料
の
前
段
（
紹
興
二

年
三
月
二
十
二
日
条
）
に
は
、
徴
用
を
行
っ
た
使
臣
や
州
県
の
官
員
を

処
罰
せ
よ
と
の
詔
が
下
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

和
雇
に
お
い
て
は
、
船
戸
に
水
脚
銭
が
支
払
わ
れ
る
時
に
も
問
題
が

生
じ
て
い
た
。『
宋
会
要
』
食
貨
四
三
─
二
一
「
宋
漕
運
」、
紹
興
五
年

十
一
月
二
十
五
日
条
に
よ
れ
ば
、
水
脚
銭
は
全
額
が
一
度
に
支
払
わ
れ

る
の
で
は
な
く
、
初
め
に
七
分
を
支
払
い
、
残
り
の
三
分
は
上
供
米
を

積
み
込
ん
だ
州
県
に
〔
補
償
金
と
し
て
〕
備
蓄
し
て
お
き
、
船
戸
が
漕

運
の
過
程
で
上
供
米
に
欠
額
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
、
こ
の
三
分
の
中
か

ら
補
填
さ
せ
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
両
浙
路
の
州
県
で

は
、
補
償
金
を
備
蓄
し
て
お
か
ず
、
他
に
流
用
し
て
し
ま
う
た
め
、
臨

安
へ
上
供
米
を
漕
運
し
た
船
戸
は
欠
額
を
出
さ
な
か
っ
た
に
も
か
か
ら

わ
ず
、
差
し
引
か
れ
た
三
分
を
支
給
さ
れ
ず
、
上
供
米
を
盗
用
し
て
未

払
い
分
を
埋
め
合
わ
せ
て
お
り
、
船
戸
の
訴
訟
が
絶
え
ず
、
盗
売
さ
れ

る
上
供
米
の
額
も
「
若
し
別
に
擘
画
を
作
さ
ず
ん
ば
、
暗
か
に
省
計
を

失
う
を
深
く
恐
る
」
と
い
わ
れ
る
程
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
紹
興
五
年

十
一
月
、
両
浙
転
運
司
に
命
じ
、
管
下
の
州
県
が
客
船
を
雇
用
し
て
臨

安
へ
上
供
米
等
を
漕
運
さ
せ
る
際
に
は
、
積
み
込
む
場
所
で
水
脚
銭
を

全
額
船
戸
に
給
付
し
、
上
供
米
に
欠
額
が
生
じ
れ
ば
船
戸
だ
け
で
な
く

押
綱
官
も
補
填
し
、
な
お
不
足
が
あ
れ
ば
司
農
寺
・
両
浙
転
運
司
に
命

じ
て
さ
ら
に
補
填
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
綱
船
の
雇
用
に
は
問
題
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
政

府
は
自
ら
が
綱
船
を
建
造
す
る
、
も
し
く
は
購
入
す
る
と
い
う
こ
と
も

平
行
し
て
行
っ
た
。
造
船
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
と
『
宋
会
要
』
食
貨

四
七
─
一
七
「
水
運
」、
紹
興
四
年
四
月
二
十
八
日
条
所
載
の
、
宰
相

朱
勝
非
等
の
上
奏
に

　
　

近
来
諸
路
般
発
綱
運
大
段
費
力
、
雖
州
県
優
支
雇
直
、
人
戸
少
応

募
者
。
蓋
因
軍
興
以
後
、
船
戸
例
遭
驅
虜
、
民
間
莫
敢
置
船
。
欲

令
両
浙
、
江
東
・
西
路
各
造
船
二
百
隻
、
専
充
運
糧
使
用
。

と
あ
る
。
当
時
船
戸
は
徴
用
を
懸
念
し
て
船
を
所
持
し
よ
う
と
せ
ず
、

あ
つ
く
水
脚
銭
を
支
払
っ
て
も
雇
用
に
応
じ
る
者
が
い
な
い
た
め
、
政

府
は
両
浙
・
江
東
・
江
西
路
で
各
々
二
百
隻
を
建
造
し
、
上
供
米
の
漕

運
に
専
充
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
う
ち
両
浙
路
で
建
造
さ
れ

る
綱
船
は
、
臨
安
へ
の
漕
運
に
用
い
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　

紹
興
五
年
十
一
月
に
は
、
造
船
の
資
材
・
費
用
、
建
造
に
従
事
す
る

工
匠
等
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
が
取
ら
れ
た
。『
要
録
』
巻
九
五
、
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紹
興
五
年
十
一
月
乙
未
条
に
よ
れ
ば
、
両
浙
都
転
運
使
李
迨
は
「
両

浙
路
の
温
・
明
州
、
江
西
路
の
虔
・
吉
州
は
北
宋
時
代
よ
り
造
船
所

（
場
）
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
本
来
州
県
が
支
給
す
べ
き
造
船
の
経
費
・

資
材
・
工
匠
等
が
他
に
移
用
さ
れ
て
い
る
の
で
造
船
が
行
わ
れ
て
い
な

い
。
守
臣
に
委
ね
て
資
材
を
調
達
し
、
兵
士
や
工
匠
を
確
保
し
て
造
船

さ
せ
、
必
ず
年
額
を
満
た
す
よ
う
措
置
さ
せ
、
経
費
が
足
り
な
け
れ
ば

転
運
司
の
移
用
銭
を
取
撥
し
て
支
用
す
べ
き
で
あ
る
」
と
奏
請
し
た
と

こ
ろ
、
工
部
に
詔
が
下
さ
れ
、
奏
請
は
実
行
に
移
さ
れ
た
と
い
う
。
紹

興
六
年
五
月
に
は
浙
西
の
華
亭
に
造
船
所
が
置
か
れ
、
年
間
百
二
十
隻

が
建
造
の
ノ
ル
マ
と
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

綱
船
の
購
入
に
関
し
て
は
、
そ
の
費
用
は
水
脚
銭
一
年
分
に
過
ぎ

ず
、
毎
年
水
脚
銭
を
払
い
続
け
る
よ
り
も
安
上
が
り
で
あ
る
と
の
意
見（

（2
（

に
従
い
、
具
体
的
に
は
紹
興
五
年
三
月
、
両
浙
転
運
副
使
呉
革
の
上
言

（『
宋
会
要
』
食
貨
四
三
─
二
〇
「
宋
漕
運
」、
紹
興
五
年
三
月
十
七
日

条
所
載
）
に
基
づ
き
、
両
浙
路
の
上
供
銭
物
を
発
送
す
る
各
州
に
お
い

て
、
好
適
な
客
船
を
和
買
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
呉
革
に
よ
れ
ば
綱
船

は
三
十
隻
を
一
綱
、
各
船
の
積
載
量
は
二
百
～
三
百
料
（
＝
斛
＝
石
）

と
し
、
さ
し
あ
た
り
購
入
費
用
と
し
て
諸
司
の
窠
名
銭
を
借
り
入
れ
て

支
払
う
こ
と
を
許
し
、
そ
の
一
方
で
各
州
を
し
て
和
雇
し
た
客
船
に
支

払
う
べ
き
水
脚
銭
を
集
め
さ
せ
、
一
年
を
限
っ
て
借
り
入
れ
金
の
返
済

に
充
て
る
こ
と
と
し
た
。

　

政
府
が
建
造
・
購
入
し
た
綱
船
に
は
、
和
雇
し
た
客
船
と
同
様
に
、

監
督
責
任
者
と
し
て
押
綱
官
が
置
か
れ
た
。
呉
革
は
右
の
上
言
の
中

で
、
購
入
し
た
客
船
に
配
す
る
押
綱
官
つ
い
て

　
　

一
、
所
差
押
綱
使
臣
、
今
相
度
、
欲
従
本
司
於
大
小
使
臣
、
校
・

副
尉
内
踏
逐
実
有
心
力
、
曽
経
任
無
過
犯
、
不
係
欠
失
之
人
選
差

管
押
、
不
許
諸
処
抽
差
。

と
述
べ
、
両
浙
転
運
司
が
大
小
使
臣
等
の
中
よ
り
心
力
が
あ
り
、
過
去

に
犯
罪
歴
が
な
く
、
漕
運
で
欠
額
を
出
し
た
こ
と
の
な
い
者
を
選
ぶ
よ

う
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
呉
革
は
こ
の
時
、
梢
工
・
槹
工
（
操
舵
手
）

等
の
乗
組
員
に
は
廂
軍
兵
士
の
中
か
ら
水
運
に
通
じ
た
者
を
各
州
府
に

充
当
さ
せ
る
こ
と
、
押
綱
官
や
乗
組
員
に
支
払
う
俸
給
は
転
運
司
の
係

省
銭
・
移
用
銭
の
中
か
ら
捻
出
す
る
こ
と
も
併
せ
て
奏
請
し
、
裁
可
さ

れ
て
い
る
。
因
み
に
兵
士
出
身
の
乗
組
員
は
兵
梢
と
称
さ
れ
た
。

　

な
お
和
雇
・
建
造
・
購
入
の
他
に
、
政
府
は
綱
船
の
不
足
を
補
填

し
、
船
戸
か
ら
の
徴
用
を
抑
止
す
る
た
め
、
官
司
の
船
を
徴
用
さ
せ
る

と
い
っ
た
措
置
も
講
じ
て
い
る（

（2
（

。
以
上
の
如
く
、
特
に
紹
興
年
間
前
半

に
お
い
て
は
、
綱
船
に
対
す
る
需
要
が
増
大
す
る
一
方
、
政
府
は
そ
の

不
足
に
直
面
し
、
綱
船
を
調
達
す
る
た
め
に
応
急
的
な
も
の
も
含
め

て
、
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

４　

漕
運
に
関
す
る
諸
制
度
の
策
定
・
整
備

　

高
宗
の
臨
安
移
住
後
、
臨
安
へ
の
漕
運
に
関
す
る
様
々
な
制
度
が
新

た
に
策
定
さ
れ
、
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
本
項
で
は
そ
う
し
た
制
度
の

う
ち
、
押
綱
官
の
任
用
に
関
わ
る
も
の
か
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し

た
い
。
臨
安
へ
の
漕
運
に
お
い
て
、
押
綱
官
に
任
用
さ
れ
た
の
は
使
臣



一
二

（
武
臣
）
で
あ
る
。
使
臣
の
押
綱
官
へ
の
任
用
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

前
項
で
述
べ
た
如
く
、
紹
興
五
年
三
月
、
両
浙
転
運
副
使
呉
革
の
上
言

に
基
づ
き
、
過
去
に
犯
罪
歴
が
な
く
、
漕
運
で
欠
額
を
出
し
た
こ
と
の

な
い
者
を
選
ぶ
よ
う
定
め
ら
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
こ
う
し
て
任
用
さ
れ
た
押
綱
官
に
は
問
題
が
多
か
っ
た
。

『
宋
会
要
』
食
貨
四
四
─
二
「
宋
漕
運
」、
紹
興
十
八
年
五
月
八
日
条
を

見
る
と
、
使
臣
の
中
に
は
、
貧
し
さ
故
に
空
き
ポ
ス
ト
を
待
つ
こ
と
が

で
き
ず
、
応
急
措
置
と
し
て
押
綱
官
に
任
用
さ
れ
た
者
が
お
り
、
そ

の
「
志
は
官
物
を
盗
糶
し
て
以
て
衣
食
を
給
す
る
に
在
」
る
た
め
、
彼

ら
に
よ
る
上
供
米
の
盗
売
は
累
計
数
千
石
に
達
し
た
と
あ
る
。
そ
こ
で

こ
の
時
、
臣
僚
は
改
め
て
吏
部
に
付
し
、
心
力
あ
る
者
を
任
用
す
る
よ

う
奏
請
し
、
そ
れ
を
受
け
て
吏
部
・
戸
部
に
措
置
す
る
よ
う
詔
が
下
っ

て
い
る
。
ま
た
臨
安
へ
の
漕
運
に
従
事
す
る
押
綱
官
を
含
め
、
押
綱
官

全
般
に
お
い
て
問
題
と
化
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
が
、
同
書
食
貨
四
四

─
三
「
宋
漕
運
」、
紹
興
十
九
年
十
月
六
日
条
所
載
の
、
太
府
寺
丞
李

濤
の
上
奏
に
よ
れ
ば
、
近
年
転
運
司
は
「
往
往
に
し
て
多
く
未
だ
出
官

せ
ざ
る
選
人
を
差
し
て
管
押
せ
し
め
」
て
お
り
、
こ
う
し
た
押
綱
官

は
「
良
に
初
官
に
由
り
未
だ
世
務
を
諳
ん
ぜ
ず
、
憲
章
を
知
ら
ず
、
既

に
顧
藉
無
く
、
肆
に
侵
欺
す
る
を
得
」、
上
供
銭
物
を
「
公
然
と
盗
用
」

し
て
い
た
。
そ
こ
で
李
濤
の
上
奏
を
戸
部
が
さ
ら
に
審
査
し
た
結
果
、

「
合
に
発
す
べ
き
銭
物
は
、
全
て
当
職
に
在
る
官
の
意
を
恪
し
み
、
畏

謹
に
し
て
心
力
有
る
官
を
選
択
し
て
管
押
せ
し
む
」
と
あ
る
如
く
、
押

綱
官
に
は
現
職
官
の
中
か
ら
謹
直
で
心
力
の
あ
る
者
を
選
ぶ
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
こ
の
後
も
転
運
司
が
押
綱
官
に
任
用
す
る
使
臣
は
「
往
々
に

し
て
弊
を
作
し
、〔
上
供
米
の
〕
湿
悪
腐
壊
を
致
す
」
こ
と
か
ら
、
戸

部
・
吏
部
の
短
使
人
を
選
ぶ
よ
う
に
高
宗
が
宰
執
を
諭
し
て
い
る
記

事
、
彼
ら
は
「
吏
部
に
お
い
て
銓
衡
を
受
け
ず
、
保
証
人
も
な
く
、
軍

中
よ
り
揀
汰
さ
れ
、
無
頼
に
て
過
を
作
す
」
連
中
で
あ
る
た
め
、
現
任

の
資
序
の
者
か
ら
押
綱
官
を
選
ぶ
よ
う
に
改
め
て
詔
が
下
さ
れ
て
い
る

記
事
が
検
索
さ
れ
る（

（2
（

。

　

紹
興
年
間
に
お
い
て
は
、
押
綱
官
に
対
す
る
報
賞
・
減
磨
勘
の
制
度

も
整
備
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
紹
興
三
年
十
二
月
、
両
浙
転
運
判
官
孫

逸
の
箚
子
に
基
づ
き
、
両
浙
路
か
ら
臨
安
へ
綱
運
を
起
発
す
る
押
綱
官

で
、
三
百
里
以
上
の
距
離
を
、
三
千
石
以
上
の
上
供
米
を
欠
額
な
く
運

ん
だ
者
に
対
し
て
報
賞
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
次
い
で
距
離
が
三
百
里

に
及
ば
な
い
場
合
で
も
、
三
千
石
以
上
の
米
を
欠
額
な
く
漕
運
し
た
押

綱
官
に
は
賞
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た（

（2
（

。

　

紹
興
四
年
七
月
に
は
、
浙
西
か
ら
上
供
米
を
臨
安
へ
運
ん
だ
押
綱
官

で
、
欠
額
や
遅
延
が
な
く
、
欠
額
が
あ
っ
て
も
ご
く
僅
か
で
補
填
し
得

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
報
賞
を
望
ま
な
い
者
に
対
し
て
は
、
減
磨
勘
の

措
置
が
取
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
平
江
府
・
湖
州
か
ら
二
万
五
千
石
、

秀
州
か
ら
三
万
石
を
欠
額
・
遅
延
な
く
運
び
、
欠
額
が
あ
っ
て
も
ご
く

僅
か
で
補
填
し
得
た
者
は
減
磨
勘
一
年
と
さ
れ
た
。
九
月
に
は
、
査
定

の
対
象
と
な
る
漕
運
額
の
上
限
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
平
江
府
・
湖
州
か

ら
は
二
万
石
を
、
秀
州
か
ら
二
万
五
千
石
を
欠
額
・
遅
延
な
く
運
ん
だ
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者
に
対
し
て
は
、
減
磨
勘
九
ヶ
月
・
六
ヶ
月
と
定
め
ら
れ
た
。
紹
興
五

年
三
月
に
は
浙
東
の
府
州
、
及
び
浙
西
の
府
州
で
そ
れ
ま
で
減
磨
勘
の

対
象
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
厳
州
か
ら
の
漕
運
に
お
い
て
も
、
減
磨

勘
の
規
定
が
つ
く
ら
れ
た（

（3
（

。

　

紹
興
十
四
年
四
月
に
は
、
両
浙
転
運
司
の
提
案
に
基
づ
き
、
両
浙
路

か
ら
上
供
米
を
臨
安
へ
漕
運
す
る
押
綱
官
で
、
地
理
の
遠
近
に
関
係
な

く
、
三
万
石
を
欠
額
・
遅
延
な
く
運
び
、
欠
額
が
あ
っ
て
も
ご
く
僅
か

で
補
填
し
得
た
者
は
減
磨
勘
一
年
と
し
、
漕
運
の
額
が
一
万
石
増
え
る

毎
に
減
磨
勘
一
年
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
二
十
七
年
七
月
に
は
、
減
磨
勘

の
対
象
と
な
る
年
間
の
漕
運
額
が
二
万
石
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。

紹
興
年
間
を
通
じ
、
両
浙
路
か
ら
上
供
米
を
漕
運
す
る
押
綱
官
に
対
し

て
、
減
磨
勘
の
規
定
が
詳
細
化
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
、
政
府
が
押
綱
官

を
優
遇
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
欠
額
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
配
慮
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

　

以
上
の
諸
制
度
の
他
に
、
臨
安
へ
漕
運
す
る
上
供
米
に
欠
額
が
発
生

す
る
の
を
防
ぐ
制
度
も
策
定
・
整
備
さ
れ
た
。
上
供
銭
物
の
発
送
に
際

し
て
『
宋
会
要
』
食
貨
四
七
─
一
六
「
水
運
」、
紹
興
二
年
三
月
四
日

条
に

　
　

戸
部
言
、
応
上
供
銭
物
綱
運
、
欲
令
州
県
遇
裝
訖
、
即
時
計
所
裝

船
隻
銭
物
数
目
・
押
人
姓
名
・
離
岸
日
時
、
先
次
飛
申
戸
部
、
仍

関
報
前
路
州
県
綱
運
官
司
、
継
續
催
趕
出
界
、
依
此
飛
申
出
入
界

日
時
、
入
急
遞
報
戸
部
、
下
所
属
分
拘
催
。
従
之
。

と
あ
り
、
高
宗
が
臨
安
へ
移
住
し
た
直
後
の
紹
興
二
年
三
月
、
戸
部
の

上
言
に
従
い
、
州
県
で
上
供
銭
物
を
積
み
終
わ
っ
た
な
ら
ば
、
積
み
込

ん
だ
銭
物
の
数
量
・
押
綱
官
の
姓
名
・
出
発
の
日
時
を
た
だ
ち
に
戸
部

へ
報
告
す
る
と
と
も
に
、
漕
運
の
進
路
上
に
あ
る
州
県
の
関
係
官
司
に

連
絡
し
、
到
着
し
た
綱
船
を
〔
遅
滞
な
く
〕
出
発
さ
せ
る
よ
う
督
促

し
、
且
つ
綱
船
の
到
着
・
出
発
の
日
時
を
戸
部
に
報
告
さ
せ
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
た
。
上
記
史
料
に
具
体
的
な
州
県
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
時
期
か
ら
考
え
て
、
恐
ら
く
臨
安
へ
上
供
銭
物
を
発
送
す
る
両
浙

路
の
州
県
に
対
し
て
取
ら
れ
た
措
置
で
あ
ろ
う
。
上
供
銭
物
の
数
量
を

一
々
報
告
す
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
欠
額
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め

で
あ
る
が
、
漕
運
を
遅
滞
な
く
行
わ
せ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の

は
、
押
綱
官
が
途
中
の
府
州
軍
や
県
で
綱
船
を
長
期
間
繋
留
し
、
漕
運

を
遅
延
さ
せ
て
上
供
銭
物
の
盗
売
等
を
行
う
か
ら
で
あ
る
。

　

な
お
『
宋
会
要
』
食
貨
四
四
─
二
「
宋
漕
運
」、
紹
興
十
五
年
三
月

二
十
七
日
に
よ
れ
ば
、
上
供
米
を
積
み
込
む
際
に
、
胥
吏
が
米
を
量
る

斗
（
ま
す
）
の
容
量
を
不
法
に
縮
小
し
て
余
剰
の
米
を
出
し
、
そ
れ
を

売
却
し
て
私
腹
を
肥
や
す
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い
た
。
ま
た
米
の
中

に
は
湿
気
に
よ
り
腐
敗
し
た
り
、
糠
粃
を
含
む
も
の
も
あ
り
、〔
そ
れ

ら
は
臨
安
へ
着
い
て
〕
荷
下
ろ
し
の
際
に
欠
額
と
し
て
扱
わ
れ
、
結
果

的
に
押
綱
官
が
そ
の
責
任
を
負
わ
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
こ
の
時
戸
部

の
上
言
に
従
い
、
浙
西
の
州
軍
で
上
供
米
を
積
み
込
む
際
に
は
官
員
を

派
遣
し
て
〔
斗
の
容
量
や
米
の
品
質
を
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
〕、
上
供
米
を

密
封
し
て
そ
の
額
を
綱
船
の
船
体
に
明
記
し
て
発
送
さ
せ
、
到
達
地

〔
の
臨
安
〕
で
上
供
米
を
収
納
す
る
省
倉
に
お
い
て
も
、
胥
吏
が
〔
今



一
四

度
は
斗
の
容
量
を
〕
大
き
く
し
て
欠
額
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
、
監
官

に
監
視
さ
せ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

　

漕
運
の
督
促
に
関
し
て
は
、
紹
興
四
年
七
月
、
両
浙
転
運
司
が
提
轄

綱
運
官
二
名
に
暦
（
行
程
表
）
を
支
給
し
、
両
浙
路
の
州
軍
を
往
来
し

て
上
供
米
の
欠
額
や
品
質
を
点
検
さ
せ
る
と
と
も
に
、
州
県
に
上
供
米

が
到
着
す
る
の
を
待
っ
て
そ
の
日
付
を
暦
に
記
録
し
、
故
な
く
三
日
以

上
留
ま
る
こ
と
の
な
い
よ
う
督
促
し
、
暦
は
戸
部
が
回
収
し
て
点
検
す

る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
提
轄
綱
運
官
は
本
来
発
運
司
の
属
官
で
あ
り
、

上
供
銭
物
の
漕
運
を
督
促
す
る
こ
と
が
職
務
で
あ
る
が
、
発
運
司
の
廃

止
後
、
職
務
が
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
こ
に
戸
部
が
着
目
し
、
再
び

督
促
を
行
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る（

（3
（

。
ま
た
遅
延
を
防
ぐ
た

め
、
紹
興
十
二
年
七
月
に
は
戸
部
の
上
言
に
基
づ
き
、
浙
西
の
府
州
軍

か
ら
臨
安
ま
で
の
距
離
と
漕
運
の
所
用
日
数
を
定
め
、
押
綱
官
に
遵
守

さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
距
離
・
所
用
日
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
秀

州
：
百
九
十
八
里　

四
日
二
時
／
平
江
府
：
三
百
六
十
里　

八
日
／　

湖
州
：
三
百
七
十
八
里
八
日
二
時
／
常
州
：
五
百
二
十
八
里　

十
一
日

四
時
／
江
陰
軍
：
七
百
三
十
八
里　

十
六
日（

（3
（

　

上
供
米
が
臨
安
へ
到
着
し
、
荷
下
ろ
し
さ
れ
る
際
に
は
、
前
項
で
も

言
及
し
た
如
く
、
司
農
寺
・
排
岸
司
が
米
の
額
や
品
質
に
つ
い
て
点
検

し
、
欠
額
が
あ
れ
ば
、
排
岸
司
が
欠
額
を
出
し
た
押
綱
官
や
乗
組
員
を

拘
禁
し
て
補
填
さ
せ
る
と
と
も
に
、
彼
ら
を
断
罪
す
る
制
度
も
つ
く
ら

れ
た
。『
宋
会
要
』
職
官
二
六
─
二
九
～
三
〇
「
四
排
岸
司
」、
紹
興
四

年
九
月
二
十
二
日
条
に
よ
れ
ば
、
欠
額
の
割
合
が
上
供
米
全
体
の
一
分

五
釐
以
下
の
場
合
は
、
上
供
米
を
発
送
し
た
州
軍
で
補
填
さ
せ
、
一
分

五
釐
以
上
の
場
合
は
排
岸
司
が
十
日
を
限
っ
て
補
填
さ
せ
、
も
し
補
填

で
き
な
か
っ
た
ら
大
理
寺
に
送
っ
て
審
理
の
上
、
断
罪
す
る
よ
う
定
め

ら
れ
て
い
る
。

　

次
い
で
紹
興
二
十
三
年
に
は
、
欠
額
を
発
生
さ
せ
た
押
綱
官
等
の
う

ち
、
上
供
米
を
盗
売
す
る
等
し
て
意
図
的
に
行
っ
た
者
は
大
理
寺
へ

送
っ
て
断
罪
す
る
が
、
過
失
に
よ
る
者
は
上
供
米
を
発
送
し
た
州
軍
へ

送
り
、
補
填
さ
せ
る
よ
う
規
定
が
改
め
ら
れ
た
。
上
供
米
を
発
送
し
た

場
所
に
お
い
て
欠
額
を
補
填
さ
せ
て
い
る
の
は
、
そ
こ
に
抵
当
物
件
が

あ
り
、
保
証
人
も
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る（

（3
（

。

５　

運
河
の
浅
渋
化
対
策

　

臨
安
に
通
じ
る
運
河
は
、
し
ば
し
ば
水
量
が
減
少
し
（
史
料
に
は

「
浅
渋
」
と
表
記
さ
れ
る
）、
綱
船
の
航
行
が
困
難
に
な
る
た
め
、
政
府

は
そ
の
対
策
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
浅
渋
化
の
原
因
と
し
て
は
、
冬
期

に
お
け
る
降
水
量
の
減
少
、
夏
の
日
照
り
、
水
利
施
設
の
損
壊
に
伴
う

河
水
の
漏
泄
、
地
形
の
影
響
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
諸
史
料
を
通
観
す
る

と
、
紹
興
年
間
に
お
い
て
浅
渋
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
江
南

河
の
鎮
江
府
～
常
州
一
帯
で
あ
る
。

　

鎮
江
府
に
お
い
て
、
運
河
が
長
江
に
入
る
部
分
は
、
京
口
閘
・
腰
閘

等
を
経
て
長
江
に
入
る
水
路
と
、
栲
栳
閘
・
甘
露
巷
上
閘
・
下
閘
等
を

経
て
長
江
に
入
る
水
路
と
に
分
か
れ
て
お
り
、
前
者
は
運
河
か
ら
長
江

へ
出
る
船
、
後
者
は
長
江
か
ら
運
河
へ
入
る
船
が
利
用
し
て
い
た
。
こ



南
宋
臨
安
へ
の
上
供
米
漕
運
体
制
の
成
立

一
五

れ
ら
の
水
路
で
は
、
長
江
か
ら
土
砂
を
大
量
に
含
ん
だ
水
が
流
れ
込
む

た
め
、
閘
門
か
ら
長
江
の
間
が
浅
渋
化
し
、
船
舶
の
航
行
に
際
し
、
大

き
な
障
害
と
な
っ
て
い
た（

（3
（

。
ま
た
鎮
江
府
南
東
の
呂
城
鎮
～
夾
崗
～
奔

牛
鎮
～
常
州
の
一
帯
で
も
、
地
形
が
常
州
に
向
か
っ
て
低
く
な
っ
て
い

く
た
め
、
河
水
が
常
州
の
方
向
へ
流
れ
落
ち
て
し
ま
っ
て
溜
ま
ら
ず
、

や
は
り
浅
渋
化
が
発
生
し
た
。

　

か
か
る
浅
渋
化
に
対
す
る
措
置
と
し
て
は
、
長
江
を
下
っ
て
江
南
河

へ
入
る
綱
船
を
、
鎮
江
府
を
過
ぎ
て
江
陰
軍
ま
で
行
か
せ
、
五
鴻
堰
と

い
う
バ
イ
パ
ス
を
通
り
、
常
州
の
無
錫
か
ら
江
南
河
に
入
ら
せ
る
と

い
う
方
法
が
あ
っ
た
。『
要
録
』
巻
一
八
三
、
紹
興
二
十
九
年
九
月
辛

卯
条
に
「
運
河
春
冬
に
水
涸
れ
る
を
以
て
、
江
湖
諸
路
の
糧
舟
に
詔

し
、
皆
鎮
江
府
よ
り
江
陰
に
転
じ
て
来
た
ら
し
む
」
と
あ
り
、
冬
か
ら

春
に
か
け
て
江
南
河
の
水
が
涸
れ
、
浅
渋
化
す
る
た
め
、
長
江
の
中
下

流
か
ら
来
る
綱
船
は
鎮
江
府
を
過
ぎ
、
江
陰
軍
か
ら
江
南
河
へ
入
ら
せ

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
綱
船

は
江
陰
軍
か
ら
五
鴻
堰
を
経
由
し
て
江
運
河
に
入
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
こ
の
ル
ー
ト
の
航
行
に
は
危
険
が
伴
っ
た
。『
宋
会
要
』
方

域
一
六
─
三
五
～
三
六
「
運
河
」、
嘉
定
六
年
（
一
二
一
三
）
十
一
月

二
十
九
日
条
に
臣
僚
の
言
と
し
て

　
　

比
年
以
来
、
鎮
江
閘
口
河
道
浅
塞
、
不
復
通
舟
。
凡
有
綱
運
、
悉

自
江
陰
寛
（
衍
入
？
）
転
由
五
瀉
堰
以
入
運
河
、
不
惟
地
里
迂

回
、
程
數
増
多
、
縁
自
鎮
江
而
下
、
経
由
地
名
諫
壁
・
包
港
等

処
、
江
面
渺
闊
、
与
海
接
連
、
既
無
梢
泊
之
之
（
衍
入
？
）
所
、

当
時
水
勢
汹
涌
、
一
遇
風
濤
、
鮮
有
不
遭
損
壊
者
。

と
あ
り
、
近
年
鎮
江
府
の
閘
門
の
部
分
が
閉
塞
し
て
い
る
た
め
五
鴻
堰

を
利
用
し
て
い
る
が
、
臨
安
へ
遠
回
り
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
鎮
江
府

よ
り
下
流
に
は
船
の
停
泊
す
る
場
所
が
な
く
、
水
勢
も
激
し
い
た
め
、

一
度
風
濤
に
遭
遇
す
れ
ば
損
壊
さ
れ
な
い
船
は
な
い
と
記
さ
れ
て
い

る
。
五
鴻
堰
に
入
る
た
め
長
江
を
下
っ
た
綱
船
の
中
に
は
、
上
言
の
通

り
破
損
し
、
転
覆
す
る
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

浅
渋
化
対
策
の
第
二
と
し
て
、
鎮
江
府
に
転
般
倉
を
置
き
、
運
河
が

航
行
不
能
な
場
合
に
は
、
上
供
米
を
一
時
的
に
収
納
・
保
管
す
る
と
い

う
措
置
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
措
置
が
取
ら
れ
た
の
は
、
運
河
が

航
行
で
き
ず
、
綱
船
が
鎮
江
府
に
長
期
に
わ
た
っ
て
足
止
め
さ
れ
た
ま

ま
に
な
る
と
、
押
綱
官
等
に
よ
る
上
供
米
の
盗
売
が
増
え
る
か
ら
で
あ

る
。
転
般
倉
は
紹
興
七
年
に
両
浙
転
運
使
向
子
諲
の
提
案
に
よ
っ
て
一

度
設
置
さ
れ
た
が
、
紹
興
十
一
年
に
対
金
和
議
が
締
結
さ
れ
、
国
境
遅

滞
に
い
わ
ゆ
る
大
軍
が
設
置
さ
れ
る
と
、
転
般
倉
は
鎮
江
府
と
そ
の

周
辺
や
淮
南
に
駐
屯
す
る
大
軍
に
支
給
す
る
軍
糧
米
を
収
納
す
る
大

軍
倉
に
変
更
さ
れ
て
し
ま
っ
た（

（3
（

。
そ
の
後
、
紹
興
二
十
九
年
に
な
る

と
、
再
び
転
般
倉
設
置
の
提
言
が
な
さ
れ
た
。
即
ち
上
引
『
要
録
』
巻

一
八
三
、
紹
興
二
十
九
年
九
月
辛
卯
条
の
続
き
に
よ
れ
ば
、
司
農
少
卿

の
張
宗
元
は
、
鎮
江
府
に
転
般
倉
を
置
い
て
上
供
米
を
保
管
し
て
お

き
、
戸
部
に
命
じ
て
臨
安
の
米
の
備
蓄
額
を
量
り
、
運
河
が
航
行
可
能

な
時
に
、
両
浙
転
運
司
を
し
て
必
要
と
見
積
も
ら
れ
る
額
を
臨
安
へ
漕

運
さ
せ
る
よ
う
奏
請
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
奏
請
は
実
行
さ
れ
な



一
六

か
っ
た
。

　

な
お
バ
イ
パ
ス
・
転
般
倉
の
利
用
に
関
し
て
は
、『
要
録
』
巻

一
八
五
、
紹
興
三
十
年
四
月
壬
申
条
を
見
る
と
、
江
東
路
の
長
江
南
岸

の
太
平
州
か
ら
銀
林
・
東
垻
・
溧
歩
（
陽
）
を
通
っ
て
宜
興
に
至
る
バ

イ
パ
ス
（
陸
路
）
を
通
っ
て
太
湖
へ
出
、
湖
州
へ
至
り
、
下
塘
河
を
航

行
し
て
臨
安
へ
上
供
銭
物
を
運
び
、
且
つ
銀
林
・
鄧
歩
に
転
般
倉
を
設

置
す
る
と
い
う
提
案
が
臣
僚
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
右
の
太
平
州

～
宜
興
を
結
ぶ
陸
路
と
は
、
い
わ
ゆ
る
中
江
と
考
え
ら
れ
る
。
中
江
は

太
平
州
の
蕪
湖
か
ら
宜
興
に
連
な
り
、
太
湖
へ
通
じ
る
運
河
で
あ
り
、

北
宋
時
代
に
は
銀
林
河
と
呼
ば
れ
た
が
、
南
宋
時
代
に
な
る
と
水
が
涸

れ
て
陸
地
化
し
て
い
た（

（3
（

。
こ
の
提
案
に
対
し
、
江
東
転
運
司
に
調
査
さ

せ
る
よ
う
詔
が
下
っ
た
が
、
陸
路
と
い
う
点
が
災
い
し
た
の
か
、
実
現

し
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
も
江
南
河
の
鎮
江
府
～
常
州
一
帯

が
難
所
で
あ
り
、
政
府
は
そ
こ
を
避
け
て
漕
運
を
行
う
方
策
を
模
索
し

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

浅
渋
化
対
策
の
第
三
は
、
鎮
江
府
に
あ
る
練
湖
の
水
を
運
河
へ
注
ぐ

こ
と
で
あ
る
。『
要
録
』
巻
一
一
一
、
紹
興
七
年
五
月
戊
辰
条
に

　
　

両
浙
転
運
使
向
子
諲
奏
修
練
湖
。
初
、
鎮
江
府
呂
城
・
夾
岡
、
地

勢
髙
、
久
不
雨
、
則
運
河
涸
、
而
漕
舟
艱
。
子
諲
命
属
官
李
澗
、

考
唐
韋
損
・
劉
晏
故
事
、
建
言
置
斗
門
二
、
石
達
一
、
以
復
旧

跡
、
度
費
万
緡
、
今
冬
可
畢
。
従
之
。

と
あ
り
、
呂
城
・
夾
崗
一
帯
は
地
勢
が
高
い
た
め
、
長
期
間
雨
が
降
ら

な
け
れ
ば
河
水
が
〔
流
れ
落
ち
て
水
量
が
〕
減
り
、
漕
運
に
支
障
を
き

た
す
と
し
て
、
両
浙
転
運
使
向
子
諲
は
唐
代
の
韋
損
・
劉
晏
の
故
事
に

な
ら
い
、
練
湖
の
水
を
注
ぐ
た
め
、
万
緡
を
費
や
し
て
〔
練
湖
か
ら
湖

水
を
引
く
〕
水
門
・
石
達
を
建
設
す
る
こ
と
を
建
言
し
、
裁
可
さ
れ
た

と
い
う
。
し
か
し
紹
興
年
間
末
期
に
は
、
こ
の
一
帯
は
再
び
浅
渋
化
し

て
お
り
、
練
湖
の
湖
水
を
引
く
水
路
の
建
設
が
行
わ
れ
た
。『
宋
会
要
』

方
域
一
七
─
二
四
「
水
利
」、
紹
興
二
十
九
年
四
月
十
五
日
条
を
見
る

と
、
知
鎮
江
府
の
楊
揆
は
、
呂
城
～
夾
崗
～
奔
牛
～
常
州
の
部
分
の
運

河
が
浅
渋
化
し
て
航
行
で
き
な
い
た
め
、
金
に
向
か
う
接
伴
使
が
や
む

な
く
常
州
で
船
を
下
り
、
陸
路
で
鎮
江
へ
行
き
、〔
長
江
を
渡
っ
て
〕

揚
州
で
船
に
乗
っ
て
い
る
の
で
、
練
湖
の
水
を
引
い
て
宋
金
の
使
者
の

往
来
に
備
え
た
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
両
浙
転
運
副
使
の
趙
子

潚
は
、
浅
渋
化
し
て
い
る
箇
所
を
鎮
江
府
・
常
州
に
調
査
さ
せ
、
銭
米

を
支
給
し
て
人
夫
を
雇
い
、
県
官
・
巡
尉
に
工
事
を
監
督
さ
せ
、
練
湖

の
水
を
水
路
に
よ
っ
て
運
河
へ
注
ぐ
よ
う
措
置
し
た
と
い
う
。

　

浅
渋
化
対
策
の
第
四
は
浚
渫
で
あ
る
。『
要
録
』
巻
一
八
八
、
紹
興

三
十
一
年
正
月
庚
子
条
に
は
、
淮
東
の
大
軍
庫
の
銭
六
万
九
千
緡
・
鎮

江
府
の
常
平
米
一
万
三
千
斛
を
費
用
と
し
、
淮
東
総
領
所
・
両
浙
転
運

司
に
浚
渫
工
事
を
監
督
さ
せ
た
と
見
え
て
い
る
。
こ
の
時
浚
渫
が
行
わ

れ
た
の
は
、
鎮
江
府
一
帯
の
江
南
河
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
高
宗
の
臨
安
移
住
後
、
紹
興
年
間
末
ま
で
に
、
江
南
河
の
鎮
江

府
～
常
州
一
帯
以
外
の
場
所
で
浅
渋
化
の
問
題
が
発
生
し
て
い
た
こ
と

を
伝
え
る
史
料
は
少
な
く
、
浙
東
運
河
・
下
塘
河
等
で
は
検
索
さ
れ
な

い（
（3
（

。
浅
渋
化
の
具
体
例
と
し
て
『
要
録
』
巻
一
五
五
、
紹
興
十
六
年
五



南
宋
臨
安
へ
の
上
供
米
漕
運
体
制
の
成
立

一
七

月
壬
申
条
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
北
関
（
余
杭
）
門
外
の
江
南
河
の
河
道

が
埋
ま
っ
て
し
ま
い
、
船
が
城
内
に
入
れ
ず
、
や
む
な
く
城
外
で
荷
下

ろ
し
を
し
て
お
り
、〔
城
内
ま
で
の
積
み
荷
の
運
搬
に
〕
費
用
が
か
か

る
だ
け
で
な
く
、
商
人
の
往
来
も
阻
ま
れ
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
一
帯

の
浚
渫
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
宋
会
要
』
食
貨
四
四
─
六
「
宋

漕
運
」、
紹
興
二
十
九
年
四
月
十
七
日
条
に
権
戸
部
侍
郎
兼
提
領
諸
路

鋳
銭
趙
令
詪
の
上
奏
と
し
て

　
　

行
在
銭
糧
全
仰
舟
楫
、
而
河
水
浅
渋
、
留
滯
綱
運
。
自
臨
安　

府

至
鎮
江
府
沿
流
堰
閘
、
往
往
損
壊
、
経
久
不
修
、
走
泄
運
水
。
望

令
逐
州
守
臣
、
差
官
前
去
、
相
視
計
置
、
如
法
修
整
。
従
之
。

と
あ
り
、
臨
安
か
ら
鎮
江
府
の
間
、
即
ち
江
南
河
全
域
に
お
い
て
、
水

利
施
設
の
中
に
損
壊
し
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
河
水

が
漏
泄
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
漕
運
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、

運
河
流
域
の
知
州
に
調
査
さ
せ
、
修
復
工
事
を
行
わ
せ
て
い
る
。
翌
五

月
に
は
工
事
の
費
用
と
し
て
、
内
帑
か
ら
五
百
万
緡
が
支
出
さ
れ
た（

（3
（

。

こ
の
時
大
規
模
な
工
事
が
行
わ
れ
た
の
は
、
高
宗
が
臨
安
へ
移
住
し
て

か
ら
四
半
世
紀
が
経
ち
、
水
利
施
設
の
損
壊
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、

政
府
と
し
て
抜
本
的
な
修
復
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ

る
。

　

高
宗
の
臨
安
移
住
後
、
臨
安
へ
の
上
供
米
の
実
質
的
な
発
送
地
は
両

浙
路
で
あ
り
続
け
、
紹
興
三
十
年
に
は
そ
れ
が
制
度
的
に
確
定
さ
れ

た
。
上
供
米
の
主
な
発
送
地
が
両
浙
路
で
あ
っ
た
原
因
と
し
て
、
他
路

の
上
供
米
を
国
境
地
帯
へ
截
留
・
輸
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
点

が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
加
え
て
、
上
述
の
如
く
、
湖
南
・
湖

北
・
江
東
・
江
西
路
か
ら
上
供
米
を
積
ん
だ
綱
船
が
長
江
を
下
り
、
鎮

江
府
か
ら
江
南
河
へ
入
ろ
う
と
す
る
と
、
鎮
江
府
～
常
州
一
帯
の
浅
渋

化
に
絶
え
ず
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
点
も
、
一
因
と
し
て
指

摘
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
政
府
が
江
東
路
の
一
部
の
府
州
か
ら
上
供

米
を
漕
運
し
た
の
は
、
両
浙
路
の
上
供
米
を
補
足
す
る
た
め
の
、
や
む

を
得
な
い
措
置
で
あ
ろ
う
。

三　

漕
運
の
実
態

　

既
に
述
べ
た
如
く
、
臨
安
へ
漕
運
さ
れ
る
上
供
米
は
、
高
宗
の
臨

安
移
住
後
の
紹
興
三
年
八
月
、
両
浙
・
江
東
・
江
西
・
湖
北
・
湖
南

路
を
発
送
地
と
す
る
よ
う
一
旦
定
め
ら
れ
た
。
各
路
の
定
額
は
両
浙

路
百
五
十
万
石
、
江
東
路
九
十
三
万
石
、
江
西
路
百
二
十
六
万
石
、
湖

北
路
三
十
五
万
石
、
湖
南
路
六
十
五
万
石
、
計
四
百
六
十
九
万
石
で
あ

る
。
し
か
し
両
浙
路
以
外
の
路
の
上
供
米
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
国
境

地
帯
へ
截
留
・
輸
送
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
恐
ら
く
臨
安
へ
漕
運
さ
れ
る

上
供
米
の
実
質
的
な
定
額
は
、
両
浙
路
の
百
五
十
万
石
に
他
路
か
ら
の

上
供
米
若
干
を
加
え
、
便
宜
的
に
設
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

後
、
紹
興
二
十
八
年
～
二
十
九
年
に
定
額
は
切
り
下
げ
ら
れ
、
両
浙
路

は
八
十
五
万
石
と
さ
れ
た
。
従
っ
て
臨
安
へ
漕
運
さ
れ
る
上
供
米
の
定

額
も
、
八
十
五
万
石
及
び
他
路
か
ら
の
＋
α
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

紹
興
三
十
年
正
月
に
な
る
と
、
両
浙
路
及
び
江
東
路
の
建
康
府
・
太
平



一
八

州
・
宣
州
か
ら
、
百
十
二
万
石
が
毎
年
臨
安
へ
送
ら
れ
る
よ
う
正
式
に

定
め
ら
れ
た（

（4
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
上
供
米
の
漕
運
に
は
欠
額
の
問
題
が
つ
き
ま
と
っ
て

お
り
、
現
実
に
臨
安
へ
漕
運
さ
れ
る
上
供
米
の
額
は
定
額
よ
り
も
少
な

か
っ
た
。
漕
運
に
お
い
て
欠
額
を
発
生
さ
せ
る
原
因
は
様
々
で
あ
り（

（4
（

、

湿
気
に
よ
る
品
質
の
劣
化
や
鼠
に
よ
る
食
害
等
、
自
然
に
因
由
す
る
も

の
が
あ
り
、
ま
た
運
河
の
浅
渋
化
に
伴
い
綱
船
が
臨
安
へ
到
達
で
き
な

か
っ
た
り
、
到
着
が
遅
延
す
る
こ
と
も
欠
額
に
つ
な
が
っ
た
。
さ
ら
に

綱
船
の
損
壊
・
転
覆
も
欠
額
を
生
じ
さ
せ
た
。
と
り
わ
け
江
東
路
か
ら

長
江
を
下
り
、
江
陰
軍
か
ら
五
鴻
堰
を
経
て
江
南
河
へ
入
る
場
合
、
先

に
記
し
た
如
く
鎮
江
府
よ
り
も
下
流
の
長
江
で
、
綱
船
が
損
壊
・
転
覆

す
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
浙
東
か
ら
の
漕
運
に
お

い
て
も
、
海
上
ル
ー
ト
や
銭
塘
江
を
航
行
す
る
際
に
は
、
綱
船
が
損

壊
・
転
覆
に
見
舞
わ
れ
る
危
険
が
高
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
欠
額
の
大
き
な
原
因
と
し
て
政
府
を
悩
ま
せ
て
い
た
の
は
、
押

綱
官
・
胥
吏
・
船
戸
等
に
よ
る
上
供
米
の
盗
売
で
あ
る
。
前
述
の
通

り
、
押
綱
官
に
よ
る
盗
売
に
対
し
て
は
、
押
綱
官
の
任
用
方
法
が
再
三

改
め
ら
れ
、
漕
運
途
中
の
盗
売
を
防
ぐ
た
め
の
制
度
も
つ
く
ら
れ
て
い

る
が
、
実
効
性
に
は
乏
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
紹
興
年
間
末
期
に

至
っ
て
も
、
彼
ら
が
漕
運
中
に
盗
売
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
『
宋
会

要
』
食
貨
四
四
─
五
～
六
「
宋
漕
運
」、
紹
興
二
十
八
年
七
月
九
日
条

に
「
比
来
諸
路
の
綱
運
、
率
ね
多
く
稽
違
し
、
綱
解
を
申
し
到
る
も
歳

月
を
経
涉
し
て
猶
お
未
だ
至
ら
ざ
る
者
有
る
に
至
り
、
逗
留
す
る
こ
と

数
旬
、
方
に
能
く
起
発
せ
ん
と
す
る
も
、
押
綱
人
以
て
其
の
奸
弊
を
肆

に
す
る
を
得
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
そ
の
後
文
に

は
よ
り
具
体
的
に
「〔
押
綱
官
は
〕
往
往
に
し
て
沿
路
に
て
官
物
を
移

易
し
、
至
る
所
の
州
県
に
於
い
て
出
産
の
物
貨
を
収
買
し
、
節
次
に
変

売
し
て
以
て
利
息
を
規
め
、
一
、
二
年
に
し
て
到
ら
ざ
る
有
る
に
至

る
」
と
あ
り
、
押
綱
官
が
漕
運
途
中
の
州
県
に
お
い
て
、
上
供
銭
物
と

引
き
換
え
に
物
資
を
購
入
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
売
却
し
て
利
を
得
て
お

り
、
そ
の
た
め
発
送
し
て
か
ら
一
、
二
年
た
っ
て
も
届
か
な
い
上
供
銭

物
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

も
っ
と
も
臨
安
へ
漕
運
さ
れ
て
き
た
上
供
米
を
司
農
寺
・
排
岸
司
が

点
検
し
、
欠
額
が
あ
れ
ば
漕
運
を
担
当
し
た
押
綱
官
等
に
補
填
さ
せ
る

制
度
が
存
在
し
た
。
し
か
し
現
実
に
は
『
宋
会
要
』
食
貨
四
四
─
四

「
宋
漕
運
」、
紹
興
二
十
六
年
七
月
十
三
日
条
所
載
の
詔
を
見
る
と
、
欠

額
を
出
し
た
た
め
臨
安
で
排
岸
司
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
押
綱
官
百
人
余

り
は
「
皆
是
れ
貧
乏
の
人
に
し
て
填
償
す
べ
き
無
し
」
で
あ
り
、「
並

び
に
蠲
放
を
与
」
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
貧
し
さ
故
に
上
供

米
の
盗
売
を
行
っ
た
押
綱
官
の
中
に
は
、
欠
額
を
補
填
で
き
な
い
者
が

多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
同
書
食
貨
四
四
─
六
「
宋
漕
運
」、
紹

興
二
十
八
年
七
月
九
日
条
に
は

　
　

諸
路
糧
綱
到
行
在
交
納
、
其
受
納
官
司
往
往
取
賂
、
斗
器
加
大
、

擲
颺
欠
折
、
致
拘
留
押
綱
一
行
人
在
岸
、
催
納
欠
息
、
急
於
星

火
、
以
致
日
久
折
売
舟
船
、
填
数
不
足
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
受
納
の
官
司
」
と
は
、
上
供
米
の
収
納
や
点



南
宋
臨
安
へ
の
上
供
米
漕
運
体
制
の
成
立

一
九

検
を
担
当
す
る
司
農
寺
・
排
岸
司
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
官
員
が
上

供
米
を
は
か
る
斗
の
容
量
を
大
き
く
し
て
欠
額
を
出
し
て
お
り
、
且
つ

「
賄
を
取
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
押
綱
官
は
官
員
に
賄
賂
を
払
わ
な

け
れ
ば
、
欠
額
を
補
填
す
る
た
め
綱
船
を
売
却
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
が
検
索
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
欠
額
補
填
制

度
の
効
果
は
疑
問
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
因
み
に
押
綱
官
が
引
き
起

こ
す
上
供
銭
物
の
盗
売
は
、
隆
興
年
間
（
一
一
六
三
～
六
四
）
以
降
も

大
き
な
問
題
で
あ
り
続
け
た（

（4
（

。

　

胥
吏
・
船
戸
に
よ
る
欠
額
の
発
生
に
つ
い
て
見
る
と
、
既
に
述
べ
た

よ
う
に
、
胥
吏
が
上
供
米
の
積
み
込
み
・
積
み
卸
し
の
際
に
斗
の
容
量

を
操
作
し
、
欠
額
を
発
生
さ
せ
る
問
題
に
対
し
て
は
、
紹
興
十
五
年
に

監
視
制
度
が
つ
く
ら
れ
た
。
ま
た
水
脚
銭
の
未
払
い
分
を
埋
め
合
わ
せ

る
た
め
、
船
戸
が
上
供
米
を
盗
売
す
る
問
題
に
対
し
て
は
、
紹
興
五

年
、
水
脚
銭
を
前
払
い
・
後
払
い
の
別
な
く
、
一
括
し
て
支
払
う
よ
う

定
め
ら
れ
た
。
し
か
し
か
か
る
対
策
が
取
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
後
も
同
様
の
問
題
は
起
こ
っ
て
お
り（

（4
（

、
そ
れ
に
伴
う
欠
額
の
発
生

も
や
む
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

因
み
に
紹
興
年
間
の
臨
安
に
お
け
る
俸
給
米
・
軍
糧
米
の
年
間
支
出

額
は
平
均
百
五
十
万
石
と
い
わ
れ（

（4
（

、
臨
安
へ
送
ら
れ
る
上
供
米
の
定
額

が
両
浙
路
の
定
額
百
五
十
万
石
＋
α
と
す
れ
ば
、
上
供
米
に
欠
額
が
出

な
か
っ
た
と
し
て
も
、
収
支
は
ぎ
り
ぎ
り
の
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

臨
安
・
平
江
府
に
和
糴
場
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
で
の
和
糴
米
が
補
填
に

当
て
ら
れ
た
。
臨
安
の
省
倉
で
も
和
糴
が
行
わ
れ
、
紹
興
十
八
年
閏
八

月
に
は
そ
の
額
が
年
間
三
十
五
万
五
千
（
三
十
六
万
）
石
と
定
め
ら
れ

た
。
ま
た
こ
の
時
、
臨
安
・
平
江
府
の
和
糴
場
に
お
け
る
和
糴
額
は
年

間
各
二
十
万
石
と
さ
れ
た
。
省
倉
と
臨
安
・
平
江
府
の
和
糴
場
に
お
い

て
、
年
間
計
七
十
五
万
五
千
（
七
十
六
万
）
石
が
和
糴
さ
れ
、
上
供
米

を
補
填
し
た
の
で
あ
る（

（4
（

。
臨
安
へ
漕
運
さ
れ
る
上
供
米
の
定
額
は
、
紹

興
二
十
八
年
～
二
十
九
年
に
八
十
五
万
石
＋
α
に
切
り
下
げ
ら
れ
た
と

見
ら
れ
、
紹
興
三
十
年
に
は
百
十
二
万
石
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
和
糴

額
を
併
せ
れ
ば
百
五
十
万
～
百
八
十
八
万
石
と
な
り
、
臨
安
で
支
払
わ

れ
る
俸
給
米
・
軍
糧
米
と
同
額
か
、
若
干
上
回
る
程
度
で
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
現
実
に
は
支
出
額
が
百
五
十
万
石
を
越
え
る
場
合
も

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
一
方
上
供
米
に
は
欠
額
が
生
じ
た
か
ら
、
臨
安

に
お
け
る
政
府
の
米
の
収
支
（
省
倉
の
収
支
）
に
余
裕
は
な
く
、
省
倉

の
備
蓄
米
が
乏
し
け
れ
ば
、
支
払
い
の
際
に
不
足
が
生
じ
る
可
能
性
も

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（4
（

。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
検
討
し
た
こ
と
を
要
約
し
て
お
く
。
紹
興
二
年
正
月
に
高
宗

が
臨
安
へ
移
住
し
て
以
後
、
上
供
米
は
主
と
し
て
両
浙
路
か
ら
漕
運
に

よ
っ
て
臨
安
へ
送
ら
れ
た
。
漕
運
に
は
江
南
河
・
下
塘
河
・
浙
東
運
河

の
他
、
銭
塘
江
・
蘭
渓
・
信
安
渓
や
海
上
ル
ー
ト
等
も
用
い
ら
れ
た
。

ま
た
紹
興
三
十
年
に
は
江
東
路
の
一
部
の
府
州
か
ら
も
、
長
江
・
江
南

河
を
用
い
て
上
供
米
が
漕
運
さ
れ
る
よ
う
定
め
ら
れ
た
。
漕
運
の
難
易



二
〇

度
に
は
差
が
あ
り
、
浙
東
・
江
東
路
か
ら
の
漕
運
は
、
浙
西
か
ら
の
漕

運
に
比
べ
て
困
難
が
多
か
っ
た
。

　

高
宗
の
臨
安
移
住
後
、
上
供
米
が
臨
安
と
国
境
地
帯
と
に
分
散
し
て

漕
運
さ
れ
る
体
制
が
確
立
し
て
く
る
と
、
漕
運
を
一
元
的
に
統
轄
す
る

発
運
司
は
不
要
と
な
り
廃
止
さ
れ
た
。
発
運
司
の
廃
止
は
、
漕
運
の
分

散
化
・
分
掌
体
制
の
成
立
を
象
徴
す
る
重
要
な
事
件
で
あ
る
。
一
方
、

臨
安
で
は
上
供
米
の
受
け
入
れ
・
点
検
・
積
み
卸
し
・
省
倉
へ
の
収
納

等
を
担
当
す
る
司
農
寺
・
排
岸
司
等
の
機
関
が
整
備
さ
れ
た
。

　

綱
船
を
調
達
す
る
た
め
の
応
急
措
置
と
し
て
、
船
戸
の
客
船
を
和
雇

し
、
漕
運
を
委
託
す
る
と
い
う
方
式
が
取
ら
れ
た
。
し
か
し
現
実
に
は

徴
用
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
水
脚
銭
が
支
払
わ
れ
る
際
に
も
未
払
い

が
生
じ
る
等
、
和
雇
に
は
問
題
が
多
か
っ
た
。
政
府
は
和
雇
と
平
行
し

て
、
自
ら
綱
船
を
建
造
し
、
且
つ
船
戸
か
ら
客
船
を
購
入
し
た
他
、
官

司
の
船
を
徴
用
す
る
等
の
手
段
も
講
じ
て
、
綱
船
の
需
要
を
充
足
し
よ

う
と
し
た
。

　

漕
運
の
監
督
責
任
者
た
る
押
綱
官
に
は
、
両
浙
転
運
司
に
よ
っ
て
使

臣
が
任
命
さ
れ
た
が
、
盗
売
等
の
問
題
を
起
こ
す
こ
と
が
多
か
っ
た
た

め
、
任
用
方
法
が
再
三
改
め
ら
れ
た
。
ま
た
押
綱
官
や
胥
吏
等
が
上
供

米
の
積
み
込
み
・
発
送
・
漕
運
の
途
中
・
積
み
卸
し
等
の
際
に
、
欠
額

を
発
生
さ
せ
る
の
を
阻
止
す
る
制
度
、
欠
額
を
補
填
す
る
た
め
の
制
度

も
策
定
・
整
備
さ
れ
た
。

　

臨
安
へ
通
じ
る
運
河
で
は
、
特
に
江
南
河
の
鎮
江
府
～
常
州
の
部
分

で
浅
渋
化
が
発
生
し
、
湖
南
・
湖
北
・
江
東
・
江
西
路
か
ら
鎮
江
府
を

経
由
し
て
江
南
河
へ
入
る
漕
運
に
は
困
難
が
伴
っ
た
。
そ
こ
で
バ
イ
パ

ス
の
利
用
・
転
般
倉
の
設
置
・
練
湖
の
水
を
引
く
・
浚
渫
等
の
対
策
が

取
ら
れ
た
。
高
宗
の
臨
安
移
住
後
、
臨
安
へ
の
主
た
る
上
供
米
発
送
地

が
両
浙
路
で
あ
り
続
け
、
紹
興
年
間
末
に
は
そ
れ
が
制
度
的
に
も
確
定

さ
れ
た
背
景
の
一
つ
に
は
、
鎮
江
府
～
常
州
に
お
け
る
浅
渋
化
問
題
の

多
発
と
漕
運
の
困
難
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　

臨
安
へ
漕
運
さ
れ
る
上
供
米
に
は
定
額
が
あ
っ
た
が
、
様
々
な
原
因

に
よ
り
欠
額
が
発
生
し
、
補
填
す
る
制
度
も
上
手
く
機
能
し
な
か
っ
た

た
め
、
現
実
の
漕
運
額
は
そ
れ
よ
り
少
な
か
っ
た
。
上
供
米
は
省
倉
・

和
糴
場
に
お
け
る
和
糴
に
よ
っ
て
補
填
さ
れ
た
も
の
の
、
支
出
額
の
増

加
や
欠
額
の
発
生
に
よ
り
省
倉
の
米
の
収
支
に
余
裕
は
な
く
、
支
払
い

が
不
足
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。

　

臨
安
へ
の
上
供
米
の
漕
運
は
、
主
に
近
接
し
た
両
浙
路
か
ら
行
わ

れ
、
漕
運
額
も
少
な
か
っ
た
た
め
、
北
宋
の
開
封
の
如
く
、
東
南
六
路

か
ら
大
量
の
米
を
長
駆
漕
運
す
る
の
に
比
べ
れ
ば
容
易
で
あ
っ
た
と
の

イ
メ
ー
ジ
が
抱
か
れ
る
。
し
か
し
漕
運
体
制
の
成
立
過
程
を
通
観
す
る

と
、
様
々
な
問
題
が
発
生
し
て
お
り
、
政
府
は
対
応
に
苦
慮
し
つ
つ
、

整
備
事
業
を
推
進
し
て
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
中
で
も
上
供
米
が

定
額
を
満
た
し
て
い
て
も
米
の
収
支
に
余
裕
が
な
く
、
支
出
額
の
増
大

や
漕
運
に
お
け
る
欠
額
に
よ
り
、
省
倉
の
支
払
い
に
不
足
が
生
じ
る
恐

れ
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
政
府
に
と
っ
て
悩
ま
し
い
問
題
で
あ
っ
た
ろ

う
。
ま
た
浙
西
か
ら
の
漕
運
が
浙
東
・
江
東
路
か
ら
の
漕
運
よ
り
も
比

較
的
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
臨
安
の
浙
西
へ
の
経
済
的
依
存
を
必
然



南
宋
臨
安
へ
の
上
供
米
漕
運
体
制
の
成
立

二
一

的
に
強
め
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
高
宗
が
紹
興
二
年
正
月
に
臨
安
へ
移
住
す
る

以
前
の
、
上
供
米
の
漕
運
状
況
の
検
討
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、
概
観
す
る
こ
と
し
か
で
き
な

か
っ
た
が
、
検
討
を
通
じ
て
、
南
宋
政
権
が
臨
安
を
事
実
上
の
都
に
定

め
た
理
由
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
各
総
領
所
を
中
心
と
し
た
漕
運
体
制
の
復
元
も
、
残
さ
れ
た
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
臨
安
及
び
各
総
領
所
を
中
心
と
す
る
漕
運
体
制
を
個

別
に
検
討
す
る
作
業
を
積
み
重
ね
る
こ
と
を
通
じ
、
初
め
て
南
宋
の
漕

運
体
制
の
全
貌
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

註
（
１
）　

北
宋
時
代
の
上
供
米
制
度
に
関
す
る
代
表
的
な
論
考
と
し
て
島
居
一
康
「
宋
代
上

供
米
と
均
輸
法
」（『
宋
代
史
研
究
会
研
究
報
告
第
三
集　

宋
代
の
政
治
と
社
会
』、

汲
古
書
院
、
一
九
八
八
年
、
後
『
宋
代
税
政
史
研
究
』
に
再
録
）、
斯
波
義
信
「
長

江
下
流
域
の
市
糴
問
題
」（『
宋
代
江
南
経
済
史
の
研
究
』、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研

究
所
、
一
九
八
八
年
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
２
）　

南
宋
時
代
の
上
供
米
制
度
に
関
す
る
専
論
と
し
て
島
居
一
康
「
南
宋
の
上
供
米
と

両
税
米
」（『
東
洋
史
研
究
』
五
一
─
四
、
一
九
九
三
年
、
後
『
宋
代
税
政
史
研
究
』、

汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
に
再
録
）
の
他
、
拙
稿
Ａ
「
南
宋
臨
安
へ
の
上
供
米
制
度

の
成
立
」（『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
人
文
学
科
編
』
四
〇
、
二
〇
一
六
年
）、
Ｂ

「
南
宋
の
上
供
米
制
度
運
用
の
実
態
と
臨
安
に
お
け
る
米
不
足
に
つ
い
て
」（『
愛
媛

大
学
法
文
学
部
論
集
人
文
学
編
』
四
二
、
二
〇
一
七
年
）
等
が
あ
る
。

（
３
）　

宋
代
の
漕
運
を
扱
っ
た
研
究
は
数
多
く
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
と
云
う
も
過

言
で
な
い
。
南
宋
に
関
す
る
専
論
、
及
び
南
宋
に
関
す
る
言
及
が
比
較
的
多
い
論

考
と
し
て
大
崎
富
士
夫
「
宋
代
に
お
け
る
漕
運
運
営
形
態
の
変
革
─
客
船
の
起

用
を
中
心
と
し
て
─
」（『
史
学
研
究
』
一
〇
、
一
九
五
二
年
）、
井
手
達
郎
「
南

宋
の
漕
運
─
主
と
し
て
転
般
法
に
つ
い
て
」（『
埼
玉
大
学
紀
要
』
教
育
学
部
編
六
、

一
九
五
七
年
）、
橋
本
紘
治
「
南
宋
に
お
け
る
漕
運
の
特
殊
性
に
つ
い
て
─
北

辺
の
軍
糧
調
達
に
お
け
る
漕
運
の
役
割
─
」（『
青
山
博
士
古
稀
記
念
宋
代
史
論

叢
』、
省
心
書
房
、
一
九
七
四
年
）、
陳
橋
駅
編
『
中
国
運
河
開
発
史
』（
中
華
書
局
、

二
〇
〇
八
年
）、
王
雲
裳
「
簡
述
宋
代
漕
運
中
押
綱
武
臣
与
舟
卒
的
営
私
獲
利
活
動
」

（『
寧
波
大
学
学
報(

人
文
科
学
版) 

』
二
〇
〇
九
年
─
六 

）、
同
「
簡
論
宋
代
漕
運
与

武
職
押
綱
隊
伍
及
舟
卒
」（『
紹
興
文
理
学
院
学
報(

哲
学
社
会
科
学)

』
二
〇
一
〇
年

─
一
）、
徐
吉
軍
「
運
河
：
南
宋
都
城
臨
安
的
生
命
線
」（『
文
史
知
識
』
二
〇
一
四

年
─
一
二
）、
張
勇
・
李
建
軍
「
宋
代
両
浙
地
区
物
資
転
輸
送
地
理
格
局
初
探
」

（『
中
国
農
史
』
二
〇
一
四
年
─
五 

）、
張
勇
「
両
宋
東
南
地
区
漕
運
直
達
法
比
較
研

究
」（『
済
南
大
学
学
報(

社
会
科
学
版)

』
二
〇
一
四
年
─
四
）、
同
「
両
宋
東
南
漕
運

格
局
与
淮
南
地
区
水
利
開
発
」（『
暨
南
史
学
』
二
〇
一
五
年
─
一
）
等
が
あ
る
。

（
４
）　

例
え
ば
星
斌
夫
『
大
運
河
─
中
国
の
漕
運
』（
近
藤
出
版
社
、
一
九
七
一
年
）

に
は
、
臨
安
は
「
大
運
河
の
南
端
の
大
都
市
で
あ
っ
た
の
で
、
水
運
の
便
は
き
わ
め

て
よ
く
、
漕
運
上
の
問
題
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
」
と
あ
る
（
六
四

頁
）。
ま
た
註
（
１
）
斯
波
論
文
に
は
、
臨
安
に
関
し
て
「
生
産
と
交
通
の
発
達
し

た
こ
の
地
域
に
し
て
み
れ
ば
、
補
給
問
題
は
さ
ほ
ど
困
難
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
」
と
あ
る
（
二
四
七
頁
）。

（
５
）　

以
上
の
記
述
の
う
ち
漕
運
に
関
す
る
部
分
は
『
宋
会
要
』
食
貨
四
三
─
一
四
～

一
六
「
宋
漕
運
」、
建
炎
元
年
七
月
八
日
条
、
八
月
一
日
条
、
二
年
五
月
十
九
日
条
、

三
年
四
月
十
二
日
条
、
職
官
二
六
─
二
九
「
四
排
岸
司
」、
建
炎
二
年
八
月
二
日
条
、

『
要
録
』
巻
七
、
建
炎
元
年
七
月
丙
申
・
丙
午
条
、
巻
一
五
、
建
炎
二
年
五
月
乙
酉

条
等
に
よ
る
。

（
６
）　

以
上
の
記
述
の
う
ち
漕
運
に
関
す
る
部
分
は
『
宋
会
要
』
食
貨
四
三
─
一
六
～

一
八
「
宋
漕
運
」、
建
炎
四
年
七
月
三
十
日
条
、
紹
興
元
年
三
月
十
二
日
条
、
九

月
十
八
日
条
、
食
貨
六
四
─
四
六
～
四
七
「
上
供
」、
紹
興
元
年
四
月
十
三
日
条
、

方
域
一
七
─
一
八
「
水
利
」、
紹
興
元
年
十
月
十
三
日
・
十
六
日
条
、『
要
録
』
巻



二
二

三
一
、
建
炎
四
年
正
月
丙
午
条
、
巻
三
二
、
建
炎
四
年
三
月
己
亥
条
、
巻
四
八
、
紹

興
元
年
十
月
乙
亥
条
等
に
よ
る
。

（
７
）　

以
上
、
上
供
米
の
発
送
地
は
註
（
２
）
拙
稿
Ａ
、
四
三
～
五
二
頁
に
よ
る
。
な
お

臨
安
へ
上
供
米
を
発
送
す
る
江
東
路
の
府
州
は
、
こ
の
後
若
干
の
変
更
が
あ
っ
た
と

見
ら
れ
、
例
え
ば
饒
州
が
上
供
米
を
発
送
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
事
が
検
索
さ
れ

る
（
註
（
２
）
拙
稿
Ｂ
、
一
九
～
二
〇
頁
）。

（
８
）　

上
供
米
は
江
南
河
・
下
塘
河
・
浙
東
運
河
等
の
主
要
な
漕
運
ル
ー
ト
へ
入
る
前

に
、
よ
り
小
規
模
の
水
路
や
、
陸
路
を
輸
送
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
こ
ま
で
検
討
す
る
の
は
煩
雑
に
過
ぎ
る
の
で
、
本
稿
で
は
主
要
な
ル
ー
ト
を

用
い
た
漕
運
に
限
定
し
て
検
討
す
る
。

（
９
）　

例
え
ば
『
宋
会
要
』
食
貨
四
四
─
一
〇
「
宋
漕
運
」、
乾
道
四
年
三
月
二
十
四
日

条
。

（
10
）　

厳
密
に
は
明
州
か
ら
上
虞
県
ま
で
は
余
姚
江
、
上
虞
県
以
西
が
浙
東
運
河
と
な

る
。

（
11
）　

浙
東
運
河
で
は
堰
を
越
え
る
た
め
、
一
々
小
舟
に
荷
を
積
み
替
え
ね
ば
な
ら
ず
、

ま
た
牛
の
力
で
船
を
牽
引
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
曹
娥
堰
を
越
え
る
際
、
十
二
頭
の

牛
に
よ
っ
て
船
を
牽
引
し
た
と
の
記
録
が
あ
る
（
成
尋
『
参
天
台
五
臺
山
記
』
巻

八
、
熙
寧
六
年
（
一
〇
七
三
）
六
月
六
日
条
。『
参
天
台
五
臺
山
記
』
は
藤
善
眞
澄

氏
の
訳
注
（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
し
た
）。
江
南

河
に
も
堰
は
存
在
す
る
（
長
安
堰
・
杉
清
堰
・
奔
牛
堰
等
）
が
、
総
じ
て
浙
東
運
河

の
堰
の
方
が
通
過
は
困
難
で
あ
っ
た
。

（
12
）　

斯
波
義
信
『
宋
代
商
業
史
研
究
』（
風
間
書
房
、
一
九
六
八
年
）、
六
一
頁
。

（
13
）　

宋
代
、
銭
塘
江
・
蘭
渓
・
信
安
渓
を
利
用
し
、
臨
安
（
杭
州
）
か
ら
厳
州
を
経
て

婺
州
・
衢
州
へ
至
る
交
通
路
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
小
岩
井
弘
光
「
宋
代
銭
塘
江
流
域

の
交
通
に
つ
い
て
」（『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
一
、
一
九
八
四
年
、
後
『
宋
代
史

論
考　

小
岩
井
弘
光
研
究
拾
遺
』、
国
士
舘
大
学
東
洋
史
学
研
究
室
編
、
二
〇
一
〇

年
に
再
録
）
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）　
『
宋
会
要
』
食
貨
六
四
─
四
七
～
四
八
「
上
供
」、
紹
興
二
年
五
月
十
一
日
条
に
は

処
・
台
州
が
「
不
通
水
路
」
で
あ
る
た
め
、
上
供
銭
物
を
軽
齎
に
換
え
て
起
発
し
た

と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
上
供
銭
物
と
は
、
重
量
の
か
さ
む
銅
銭
と
考
え
ら

れ
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
処
州
か
ら
銅
銭
は
上
供
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（
15
）　

註
（
13
）
小
岩
井
論
文
に
よ
れ
ば
、
銭
塘
江
の
建
徳
か
ら
桐
盧
の
間
に
あ
る
大
浪

灘
は
難
所
で
あ
っ
た
と
い
う
（
著
書
の
二
九
頁
）。
ま
た
蕭
山
─
臨
安
で
銭
塘
江
を

渡
る
際
に
も
、
川
幅
が
広
く
流
れ
が
急
で
あ
る
た
め
、
船
に
は
転
覆
の
危
険
が
あ
っ

た
（『
宋
会
要
』
食
貨
五
〇
─
一
六
「
船
」、
紹
興
五
年
閏
二
月
十
三
日
条
）。
さ
ら

に
海
上
ル
ー
ト
の
利
用
が
危
険
を
伴
い
、
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
浙
西
─
紹
興
府

を
結
ぶ
海
上
ル
ー
ト
を
利
用
し
た
漕
運
が
「
登
険
」
の
た
め
、
浙
西
の
平
河
に
よ
る

漕
運
よ
り
も
賞
格
・
罰
則
が
優
遇
・
軽
減
さ
れ
て
い
た
（
同
書
食
貨
四
三
─
一
七

「
宋
漕
運
」、
紹
興
元
年
三
月
十
二
日
条
）
事
実
か
ら
う
か
が
え
る
。

（
16
）　

発
運
司
に
関
す
る
専
論
と
し
て
黄
純
艶
「
論
宋
代
発
運
使
的
演
変
」（『
厦
門
大
学

学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
二
〇
〇
三
年
─
二
）、
同
「
宋
代
発
運
使
制
度
考

述
」（『
中
華
文
史
論
叢
』
七
三
、
二
〇
〇
三
年
）、
李
暁
「
宋
朝
江
淮
荊
浙
発
運
司

的
政
府
購
買
職
能
」（『
中
国
社
会
経
済
史
研
究
』
二
〇
〇
四
年
─
二
）
等
が
あ
り
、

北
宋
時
代
の
発
運
司
に
つ
い
て
は
青
山
定
雄
「
北
宋
の
漕
運
法
に
就
い
て
」（『
市
村

博
士
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
』、
冨
山
房
、
一
九
三
三
年
、
後
『
唐
宋
時
代
の
交
通

と
地
誌
地
図
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
三
年
に
再
録
）、
註
（
１
）
島
居
論

文
等
に
も
言
及
が
あ
る
。

（
17
）　

南
宋
初
期
の
発
運
司
に
つ
い
て
は
同
右
黄
・
李
論
文
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る

他
、
井
手
達
郎
「
南
宋
時
代
の
発
運
使
及
び
転
運
使
に
つ
い
て
」（
東
京
教
育
大
学

東
洋
史
学
研
究
室
編
『
東
洋
史
学
論
集
』
三
、
不
昧
堂
書
店
、
一
九
五
四
年
）
も
あ

る
が
、
特
に
漕
運
に
関
す
る
職
掌
に
つ
い
て
は
、
な
お
も
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。

発
運
司
の
職
掌
に
関
す
る
以
上
の
記
述
は
、『
宋
会
要
』
食
貨
四
三
─
一
四
～
一
八

「
宋
漕
運
」、
建
炎
元
年
八
月
一
日
条
、
二
年
八
月
条
、
三
年
四
月
十
日
条
、
四
年
七

月
三
十
日
条
、
職
官
四
二
─
五
二
～
五
五
「
発
運
司
」、
建
炎
元
年
七
月
九
日
条
、

二
年
正
月
十
六
日
条
、
五
月
十
二
日
条
、
六
月
五
日
条
、
八
月
二
日
・
十
二
日
条
、

紹
興
元
年
十
一
月
十
二
日
条
、『
要
録
』
巻
九
、
建
炎
元
年
九
月
甲
午
条
、
巻
三
一
、

建
炎
四
年
正
月
丙
午
条
等
に
よ
る
。

（
18
）　

因
み
に
高
宗
が
臨
安
へ
移
住
し
て
か
ら
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
発
運
司
は
江
東



南
宋
臨
安
へ
の
上
供
米
漕
運
体
制
の
成
立

二
三

路
の
饒
州
・
両
浙
路
の
湖
州
に
置
か
れ
て
い
た
（『
宋
会
要
』
職
官
四
二
─
三
〇
～

三
一
、
五
五
「
発
運
司
」、
崇
寧
三
年
九
月
二
十
一
日
条
（
本
条
は
紹
興
二
年
三
月

に
行
わ
れ
た
発
運
司
の
廃
止
を
記
し
て
お
り
、
こ
の
年
月
日
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ

る
）、
紹
興
元
年
十
一
月
十
二
日
条
）。

（
19
）　

特
に
長
江
中
流
域
の
湖
南
・
湖
北
・
京
西
路
一
帯
で
は
、
鍾
相
及
び
そ
の
配
下
の

楊
幺
等
に
率
い
ら
れ
た
群
盗
が
洞
庭
湖
一
帯
の
水
路
を
お
さ
え
、
漕
運
を
妨
害
し
て

い
た
。
金
子
泰
晴
「
荊
湖
地
方
に
お
け
る
岳
飛
の
軍
糧
調
達
─
南
宋
湖
広
総
領
所

前
史
─
」（『
宋
代
史
研
究
会
研
究
報
告
集
第
五
集　

宋
代
の
規
範
と
習
俗
』、
汲

古
書
院
、
一
九
九
五
年
）、
一
六
一
～
一
六
二
頁
を
参
照
。

（
20
）　

復
活
し
た
発
運
司
に
つ
い
て
は
註
（
17
）
掲
載
諸
論
文
の
他
、
小
林
晃
「
南
宋

後
期
に
お
け
る
両
淮
防
衛
軍
の
統
制
政
策
─
浙
西
両
淮
発
運
司
か
ら
公
田
法

へ
─
」（『
歴
史
学
研
究
』
九
二
三
、
二
〇
一
四
年
）
等
に
お
い
て
検
討
が
な
さ
れ

て
い
る
。

（
21
）　

臨
安
の
省
倉
に
関
す
る
専
論
と
し
て
拙
稿
「
南
宋
臨
安
の
倉
庫
」（『
愛
媛
大
学
法

文
学
部
論
集
人
文
学
科
編
』
三
五
、
二
〇
一
三
年
）
が
あ
る
。

（
22
）　

以
上
、
司
農
寺
・
排
岸
司
の
整
備
に
関
す
る
詳
細
は
註
（
２
）
拙
稿
Ａ
、
五
二
～

五
五
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
23
）　

註
（
３
）
大
崎
論
文
、
五
五
～
五
六
頁
。

（
24
）　

和
雇
の
制
度
や
手
続
き
に
関
し
て
は
註
（
12
）
斯
波
著
書
、
一
二
〇
～
一
三
〇
頁

に
お
い
て
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
25
）　
『
要
録
』
巻
一
〇
一
、
紹
興
六
年
五
月
丙
戌
条
。

（
26
）　
『
宋
会
要
』
食
貨
五
〇
─
一
六
「
船
」、
紹
興
五
年
閏
二
月
五
日
条
に
見
え
る
給
事

中
陳
与
義
の
上
言
。

（
27
）　
『
要
録
』
巻
一
〇
一
、
紹
興
六
年
五
月
丙
戌
条
。

（
28
）　
『
宋
会
要
』
食
貨
四
四
─
三
「
宋
漕
運
」、
紹
興
二
十
一
年
七
月
二
日
条
、
九
月

十
六
日
条
。
な
お
使
臣
が
任
用
さ
れ
た
押
綱
官
に
問
題
が
多
か
っ
た
一
因
と
し
て
、

南
宋
時
代
に
入
り
、
武
臣
の
数
が
増
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
差
遣
が
少
な
い
た

め
、
彼
ら
は
な
か
な
か
実
職
に
つ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
応
急
措
置
と
し
て
未
出
官
の

ま
ま
押
綱
官
に
任
命
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
（
梅
原
郁
『
宋
代
官
僚
制
度
研

究
』、
同
朋
舎
、
一
九
八
五
年
、
一
一
七
頁
）。
そ
の
た
め
漕
運
に
通
じ
て
お
ら
ず
、

生
活
に
困
窮
し
た
者
が
押
綱
官
と
な
り
、
盗
売
等
の
問
題
を
起
こ
し
た
、
と
い
う
点

が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
29
）　
『
宋
会
要
』
食
貨
四
三
─
一
八
「
宋
漕
運
」、
紹
興
三
年
十
二
月
二
日
条
。

（
30
）　
『
宋
会
要
』
食
貨
四
三
─
一
九
～
二
〇
「
宋
漕
運
」、
紹
興
四
年
七
月
二
十
七
日

条
、
九
月
二
十
九
日
条
、
五
年
三
月
十
五
日
条
。

（
31
）　
『
宋
会
要
』
食
貨
四
四
─
一
～
二
、
四
「
宋
漕
運
」、
紹
興
十
四
年
四
月
四
日
条
、

二
十
七
年
七
月
十
二
日
条
。

（
32
）　
『
宋
会
要
』
食
貨
四
三
─
一
九
「
宋
漕
運
」、
紹
興
四
年
七
月
二
十
六
日
条
。

（
33
）　
『
宋
会
要
』
食
貨
四
四
─
一
「
宋
漕
運
」、
紹
興
十
二
年
七
月
八
日
条
。

（
34
）　
『
宋
会
要
』
食
貨
四
四
─
三
～
四
「
宋
漕
運
」、
紹
興
二
十
三
年
六
月
十
八
日
条
、

『
要
録
』
巻
一
六
四
、
紹
興
二
十
三
年
六
月
丙
子
条
。

（
35
）　

宋
代
の
鎮
江
府
一
帯
の
水
路
に
つ
い
て
検
討
し
た
専
論
と
し
て
、
劉
建
国
「
両
宋

江
南
運
河
入
口
澳
閘
系
統
研
究
」（『
東
南
文
化
』
二
〇
一
五
年
─
三
）
が
あ
る
。

（
36
）　

大
軍
と
は
宣
撫
司
の
家
軍
（
行
営
護
軍
）
が
改
編
さ
れ
た
駐
箚
御
前
軍
と
、
国
境

地
帯
に
出
戍
し
て
い
る
三
衙
の
総
称
で
あ
る
。
ま
た
転
般
倉
の
大
軍
倉
へ
の
変
更
に

つ
い
て
は
、
例
え
ば
汪
聖
鐸
「
宋
代
転
般
倉
研
究
」（『
文
史
』
二
〇
一
一
年
─
二
）

に
お
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
（
一
九
一
～
一
九
二
頁
）。

（
37
）　

中
江
・
銀
林
河
に
つ
い
て
は
池
田
静
夫
『
支
那
水
利
地
理
史
研
究
』（
生
活
社
、

一
九
四
〇
年
）、
一
六
九
～
一
七
六
頁
を
参
照
し
た
。

（
38
）　

も
っ
と
も
浙
東
運
河
で
は
、
既
述
の
通
り
高
宗
が
臨
安
へ
移
住
す
る
以
前
に
浚
渫

や
水
利
施
設
の
改
修
が
行
わ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
『
宋
会
要
』
方
域
一
七
─
一
八

「
水
利
」、
紹
興
元
年
十
月
十
三
日
・
十
六
日
条
に
見
え
る
。

（
39
）　
『
要
録
』
巻
一
八
二
、
紹
興
二
十
九
年
五
月
己
未
条
、『
宋
会
要
』
食
貨
五
六
─

四
五
～
四
六
「
戸
部
」、
紹
興
二
十
九
年
五
月
六
日
条
。

（
40
）　

以
上
、
上
供
米
の
定
額
に
関
し
て
は
註
（
２
）
拙
稿
Ａ
、
五
五
～
六
〇
頁
に
よ

る
。

（
41
）　

漕
運
以
外
に
も
欠
額
を
発
生
さ
せ
る
原
因
は
様
々
で
あ
り
、
例
え
ば
自
然
災
害
に

よ
る
秋
苗
米
生
産
の
低
下
、
有
力
者
の
不
正
（
詭
名
挟
戸
等
）、
地
方
官
に
よ
る
違



二
四

法
な
上
供
米
の
移
用
・
截
留
、
国
境
地
帯
へ
の
転
送
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
詳
し
く
は

同
右
拙
稿
Ｂ
、
一
六
～
二
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
42
）　

隆
興
年
間
以
降
に
お
け
る
押
綱
官
の
問
題
に
つ
い
て
は
同
右
拙
稿
Ｂ
、
二
二
～

二
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
43
）　

例
え
ば
斗
の
容
量
の
不
正
操
作
に
つ
い
て
は
『
宋
会
要
』
食
貨
四
四
─
一
七
「
宋

漕
運
」、
嘉
定
八
年
四
月
六
日
条
に
「
支
綱
之
初
、
州
軍
專
斡
斗
規
図
出
剩
、
巧
弄

斗
斛
减
縮
斛
面
勺
合
、
初
雖
甚
微
、
積
累
不
少
。
至
於
卸
綱
交
量
、
却
増
添
升
合
、

百
端
邀
阻
、
欠
折
既
多
」
と
あ
る
。
ま
た
嘉
定
九
年
五
月
二
十
三
日
条
に
よ
れ
ば
、

水
脚
銭
は
再
び
七
分
前
払
い
・
三
分
後
払
い
の
形
式
に
戻
っ
て
お
り
、
し
か
も
こ
の

時
に
は
前
払
い
の
七
分
さ
え
支
払
わ
れ
て
い
な
い
。

（
44
）　

註
（
１
）
斯
波
論
文
、
二
四
七
・
二
四
九
頁
。

（
45
）　

省
倉
・
和
糴
場
に
お
け
る
和
糴
額
に
つ
い
て
は
註
（
２
）
拙
稿
Ａ
、
五
五
～
五
六

頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
46
）　

紹
興
年
間
に
お
い
て
、
省
倉
の
支
払
い
上
の
米
不
足
が
現
実
に
発
生
し
た
こ
と
を

示
す
史
料
は
、
今
の
と
こ
ろ
検
索
さ
れ
な
い
。
し
か
し
隆
興
年
間
以
降
に
な
る
と
、

俸
給
米
・
軍
糧
米
の
支
出
額
の
増
加
に
伴
い
、
支
払
い
上
の
米
不
足
の
問
題
が
顕
在

化
し
て
お
り
、
政
府
は
様
々
な
補
填
策
を
講
じ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。
詳
細

に
つ
い
て
は
註
（
２
）
拙
稿
Ｂ
、
二
七
～
三
二
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。


